
大
豆
粕
流
通
と
清
代
の
商
業
的
農
業

足

立

啓

は
じ
め
に

上
農
の
形
成
と
金
肥

・
購
入
飼
料

清
代
中
期
に
至
る
大
豆
粕
の
流
通

ω
大
一旦
粕
の
刺
用

川
流
通
の
設
展

幽
大
豆
粕
流
通
と
江
南
農
業

清
代
後
期
に
お
け
る
流
通
の
蝿
変
化

ω
流
通
の
嬰
動
と
衰
退

ω
時
現
動
の
背
景

小

結
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は、

じ

め

私
は
さ
き
に
、
小
論
「
明
末
清
初
の
一

農
業
経
営
」
に
お
い
て
、
明
清
時
代
の
農
業
経
営
は
富
農
的
に
設
展
す
る
可
能
性
を
持
た
な
か
っ
た

と
い
う
従
来
の
通
読
の
論
擦
と
さ
れ
て
き
た
『
沈
氏
農
書
』
を
分
析
し
、
そ
れ
が
む
し
ろ
、
そ
れ
自
穫
と
し
て
富
農
経
営
を
反
映
し
た
農
書
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
む
。
『
沈
氏
農
書
』
が
車
な
る
個
別
経
営
の
牧
支
表
で
は
な
く
、
そ
れ
な
り
の
普
遍
性
を
前
提
と
し
て
書
か
れ
た
農

ま
た
、
商
業
的
農
業
は
孤
立
し
た

一
個
の
経
営
だ
け
で
は
成
立
し
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
前
稿
は

「沈
氏
農
書
型
経
営
」
が
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書
で
あ
る
こ
と
、
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あ
る
程
度
の
贋
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

商
業
的
農
業
の
贋
が
り
、

そ
の
推
進
カ
で
あ
る
富
農
的
経

替
の
普
及
、
清
代
に
お
け
る
設
展
の
趨
勢
と
い
っ
た
問
題
に

つ
い
て
は
、
そ
こ
で
は
全
く
ふ
れ
な
か
っ

た
。
本
稿
は
、
清
代
の
長
江
下
流
デ
ル

タ
地
借
に
お
い
て
中
心
的
な
金
肥

・
購
入
飼
料
と
な

っ
た
大
豆
粕
に
つ

い
て
、

そ
の
流
通
の
設
展
と
嬰
化
を
分
析
す
る
こ
と
を
以
て
、

こ
う
し

た
問
題
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

上
農
の
形
成
と
金
肥
・
購
入
伺
料

大
豆
粕
の
流
通
を
跡
づ
け
る
前
に
、
そ
の
流
通
を
ひ
き
起
こ
し
た
経
営
盟
、
と
り
わ
け

『沈
氏
農
書
』
に
見
出
し
た
商
業
的
襲
業
の
推
進
カ

と
し
て
の
富
裕
な
経
営
盟
の
性
格
を
簡
単
に
な
が
め
て
お
き
た
い
。

清
代
の
農
業
経
営
を
み
る
上
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

経
営
的
な
硯
貼
か
ら
農
民
を
分
類
す
る
「
上
農」

・
「富
農
」

・「
上
戸
」
等
の
概
念
が
成

立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
分
類
基
準
の
第

一は、

経
営
面
積
に
あ
る
。
章
訴
存
は
、
救
荒
政
策
を
述
べ
た
『
文
駿
』
の
な
か
で
佃
戸
を
分
類
し
、

二
O
畝
ば
か
り
を
経
営
す
る
も
の
を
「
上
戸
」
あ
る
い
は
「
上
農
」
、

戸
」
と
し
て
レ
る。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
無
所
有
の
佃
戸
で
あ
り
、
彼
等
が
「
上
戸」

・
「
上
農
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
所
有
の
大
き
さ
で
は
な

く
、
経
営
面
積
の
大
き
さ
に
基
づ

い
て
い
る
。
経
営
的
な
分
類
の
第
二
の
覗
角
は
、
他
人
の
傍
働
力
の
届
傭
に
あ
る
。
長
工
や
短
工
の
使
用
は

「上
農
」
・
「
富
山
田
」
の
特
色
で
あ
る
。
経
営
を
分
類
す
る
第
三
の
覗
角
は
、
第
働
過
程
の
技
術
的
特
色
、

と
り
わ
け
、
第
働
生
産
性
の
高
い
肥

一
二
J
三
畝
の
も
の
を
「
中
戸
」
、

四
J
五
畝
を
経
営
す
る
も
の
を

「下
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料
を
使
用
す
る
か
ど
う
か
に
懸
っ
て
い
る
。
光
緒
『
松
江
府
梢
士山
』
は
、
上
農
の
施
肥
法
と
し
て
、

緑
肥

・
推
肥

・
大
豆
粕
の
使
用
を
記
し
て

い
る
。
『
州民
事
幼
聞
』
は
大
豆
粕
を

「宮
家」

の
肥
料
と
し
て
侍
え
て
レ
る
。
他
方
、
こ
う
し
た
「
上
農」

・
「富
農」

の
劉
極
に
は
、
棉
田
を

一一一J
五
畝
耕
作
す
る
「
下
農
」、

大
豆
粕
肥
料
を
掛
買
せ
ね
ば
な
ら
な
い

「
貧
農
」
が
形

成
さ
れ
る
。

『
文
勝
』
で
み
た
佃
作
面
積
回
J
五
畝
の

「
下
戸
」、

』こ

に
あ
げ
た
「
上
世
」
か
ら

「
下
農
」

に
至
る
区
分
は
、

『
文
勝
』
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
所
有
面
で
の
盟
か
さ
を
基
準
と
し
て



い
な
い
。
分
類
は
、
経
営
面
積
・

原
傭
務
働
の
使
用
・
金
肥
の
使
用
等
、

経
皆
様
式
の
諸
側
面
に
従
つ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

農
」
た
ら
し
め
る
豊
か
さ
は
、
直
接
的
な
生
産
過
程
か
ら
分
離
し
、
租
米
牧
入
に
よ

っ
て

蓄
財
を
計
る
地
主
的
豊
か
さ
と
は

異
質
で
あ
る
。

「上
農
」
を
「
上

「
上
農
」
は
、
こ
こ
で
は
近
代
的
な
経
営
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
停
統
的
な

「
上
農
夫
」
の
概
念
と
も
異
る
。

記
』
・
『
孟
子
』
以
来
、
勤
勉
な
個
々
の
農
民
を
指
す
言
葉
で
あ
り
、
経
営
的
な
覗
角
か
ら
用
い
ら
れ
る
場
合
に
も
、

念
で
あ
っ
た
。

『
膿

一
個
の
傍
働
力
を
指
す
概

「上
農
夫
」
は
、

注
目
す
べ
き
は
、
以
上
の
「
上
農
」
・
「
富
農
」
概
念
は
、
他
人
の
務
働
力
を
腐
傭
し
、
他
の
小
経
営
に
比
し
て
康
い
面
積
を
経
営
し
、献
労
働

生
産
性
を
高
め
る
金
肥
や
購
入
飼
料
を
用
い
る
な
ど
、
多
く
の
生
産
的
投
資
を
行
い

つ
つ
商
業
的
農
業
を
営
む
経
営
健
を
指
し
て
お
り
、
先
に

『
沈
氏
農
書
』
の
分
析
で
み
た
沈
氏
農
書
型
の
富
農
経
営
像
を
、

緩
ん
ベ
な
面
か
ら
描
き
出
す
も
の
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
沈
氏
農
書
型

の
富
農
経
営
が
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
側
面
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
上
農
」
・
「
富
農
」
経
営
が
設
展
す
る
た
め
に
は
、
明
末
清
初
以
来
、
解
決
す
べ
き
問
題
が
あ

っ
た
。
中
園
に
お
け
る
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富
農
的
稜
展
は
、
徹
底
し
た
深
耕
多
肥
の
追
求
の
中
か
ら
生
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
故
に
、

第
働
生
産
性
向
上
の
た
め
に
は
、
肥
培
務

働
の
省
力
化
が
鍵
で
あ
っ

た
。
と
り
わ
け
、
商
業
的
農
業
の
設
展
は
、
務
賃
と
と
も
に
、
人
糞
な
ど
従
来
の
肥
料
の
債
格
を
上
昇
さ
せ
た
。
新

し
い
施
肥
の
瞳
系
と
新
し
い
拙労
働
力
購
入
の
置
系
を
作
り
出
す
こ
と
が
さ
し
迫
っ

た
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
前
稿
で
み
た
と
お
り
で
あ

る
。
こ
う
し
た
朕
況
の
下
で
、
従
来
の
人
糞
購
入
に
代
っ
て
、
肥
料
へ
の
出
費
の
面
で
も
、
肥
料
運
迭
の
務
働
力
の
面
で
も
、

い
ず
れ
も
合
理

的
な
大
豆
粕
が
登
場
し
た
。

も近
肥年
料併
も賃
あが
わ高
せい
省、ば

けか
てり
よで‘
L、"な
。 く

な
ま
け
る
こ
と
も
ま
た
多
く
、
施
肥
が
う
ま
く
い
か
な
い
か
ら
に
は
、
油
粕
を
使
う
方
法
が
、
附
労
働
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清
代
に
な
る
と
、
縞
い
て
み
る
よ
う
に
、
大
豆
粕
は
商
人
に
よ

っ
て
遠
方
か
ら
大
量
に
一
括
聡
迭
さ
れ
、
村
鎮
の
朝
市
で
販
賀
さ
れ
る
よ
う

に
な
い
。
数
十
キ
ロ
も
遠
方
か
ら
肥
料
を
買
い
つ
け
て
い
た
従
来
の
商
業
的
農
業
の
経
営
者
に
と

っ
て、

献
労
働
生
産
性
を
高
め
る
上
で
大
豆
粕
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一
般
的
に
金
肥
は
、
自
家
の
糞
一段
能
力
を
超
え
る
土
地
を
耕
作
す
る
農
家
に
特
有
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
な
か

で
も

『農
事
幼
聞
』
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
豆
粕
は

「上
農
」
・「
富
農
」
居
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
富
裕
な
階
層
が
大
豆
粕
流

は
魅
力
的
な
肥
料
で
あ
っ
た
。

通
賛同肢
の
牽
引
力
と
な

っ
た
理
由
は
こ

こ
に
あ
っ

た
。
以
下
、

大
豆
粕
流
通
の
設
展
を
通
じ
て、

清
代
に
お
け
る
農
業
経
営
の
動
向
を
分
析
す

る

清
代
中
期
に
至
る
大
豆
粕
の
流
通

)
 

-
1
 

(
 

大

豆
粕

の
利
用

一
六
世
紀
初
頭
に
著
わ
さ
れ
た

『
便
民
国
纂
』
で
は
、
水
稲

作
の
基
肥
と
し
て
河
泥
と
と
も
に
大
豆
粕
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
天
啓

『海
盟
鯨
園
経
』
に
は、

豚
の
糞
や
草
と
と
も
に
大
豆
粕
を
混
ぜ
て
腐

田
植
え
前
に
施
す
習
慣
が
記
さ
れ
て
い
る
。
棉
作
へ
の
大
豆
粕
利
用
と
し
て
は

『
農
政
全
書
』
の
記
述
が
有
名
で
あ
h
、

ω
 

大
豆
粕
肥
料
が
農
蓄
に
見
え
始
め
る
の
は
、
明
代
中
期
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
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欄
さ
せ
た
河
泥
を
、

密
植
の
場
合
、
畝
ご
と
に
十
餅
を
用
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

大
豆
粕
の
使
用
法
が
幾
つ
か
の
農
蓄
に
現
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

は
、
大
豆
粕
を
肥
料
と
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
同
書
は
搾
油
原
料
と
し
て
大
豆
を
あ
げ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
乃
粒
の
巻
に
胡
蹴
か

同

ら
棉
花
に
至
る
ま
で
八
種
類
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
た
油
粕
肥
料
の
中
に
大
豆
は
な
い
。
南
方
で
行
な
わ
れ
て
い
る
大
豆
を
肥
料
と
し
て
利
用
す

る
方
法
と
は
、
同
蓄
に
よ
れ
ば
値
段
の
安
い
時
に
そ
の
ま
ま
水
田
に
撒
く
や
り
方
で
あ
っ
ね
。
こ
の
技
術
は
他
の
農
書
に
も
見
ら
れ
か
。
ま
た

『補
農
蓄
』
は
、
要
作
の
肥
料
と
し
て
、

紹
興
地
方
で
は
菜
種
粕
を
使
用
す
る
の
に
封
し
、
自
分
の
住
む
嘉
輿
府
桐
郷
で
は
、

い
大
豆
粕
を
用
い
て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
寅
か
ら
、

首
時
の
総
合
的
農
工
技
術
書
で
あ
る
『
天
工
開
物
』
に

一
層
肥
カ
の
強

大
豆
粕
は
明
代
中
期
に
は

肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た

が
、
少
な
く
と
も
明
末
の
時
期
ま
で
は
、
地
方
的
な
性
格
を
十
分
排
拭
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。



こ
う
し
た
吠
況
は
、
遅
く
と
も
清
代
の
中
期
ま
で
に
は
根
本
的
に
後
化
し
て
い
る
。
乾
隆

『
震
津
豚
志
』
、
乾
隆
『
直
隷
通
州
志
』
等
の
地

方
志
が
大
豆
等
の
油
粕
を
肥
料
と
す
る
方
法
を
述
べ
る
ほ
か
、

江
蘇
省
北
部
の
地
方
志
に
は
、

大
豆
粕
が
肥
料
と
し
て
他
地
域
に
販
賀
さ
れ
た

帥

こ
と
を
俸
え
て
い
る
も
の
が
多
い
。
大
豆
粕
の
肥
料
と
し
て
の
利
用
法
は
、
既
に
定
着
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る。

以
下
、
清
代
中
期
ま
で
に
護
達
し
た
大
豆
粕
の
流
通
を
み
る
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
際
、
大
豆
の
ま
ま
で
運
ば
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
大
豆

粕
の
形
で
長
江
下
流
域
に
運
ば
れ
る
の
か
を
さ
し
あ
た
っ
て
問
題
と
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
清
代
中
期
の
江
新
地
方
の
事
情
を
語
る
『
清
俗
紀

同

帥

聞
』
や
、
後
の
『
申
報
』
も
言
う
よ
う
に
、

大
豆
の
ま
ま
で
上
海
な
ど
に
運
ば
れ
る
場
合
も
、

そ
れ
ら
は
専
ら
搾
油
原
料
と
な
り
、
絞
り
粕
が

肥
料
や
飼
料
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

)
 

-
1
 

1
 

(
 

流

通

の

護

展

同

大
豆
・
豆
粕
流
通
が
護
展
す
る
足
ど
り
は
、
流
通
に
封
す
る
課
税
制
度
の
整
備
に
み
ら
れ
る
。
掛
町
壁
闘
で
は
、
既
に
順
治
一

二
年
の
則
例
中

に
、
諸
色
の
豆
と
な
ら
ん
で
、
諸
色
の
餅
が
、
税
率
の
最
も
高
い
加
補
料
の
項
に
現
わ
れ
て
い
る
が
、

『
溌
壁
闘
志
』
の
牧
め
る
高
斌
の
上
奏

同

に
よ
る
と
、
薙
正
五
年
の
時
黙
で
、

清
朝
の
造
船
規
制
の
上
限
で
あ
る
一
丈
八
尺
一

ば
い
の
大
船
が
、
大
豆
を
満
載
し
て
同
闘
を
行
き
来
し
て
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い
た
。
高
斌
の
上
奏
は
、
こ
の
動
き
に
劉
躍
し
て
、
課
税
基
準
を
整
え
、
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
の
追
認
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
薙
正

一
二
年
の
山
東
巡
撫
岳
溶
の
上
奏
に
は
、
江
蘇
の
商
船
が
山
東
に
赴
い
て
江
南
の
貨
物
を
貰
り
捌
い
た
後
、
同
省
の
大
豆
を
回
送
し
た
こ
と
が

同

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
上
奏
は
、

山
東
と
江
蘇
の
行
政
機
関
が
連
絡
を
と
っ
て
こ
の
流
通
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
翌
年
に
は
、
こ
れ

闘

に
従
っ
て
、
二
連
印
票
方
式
に
よ
る
管
理
法
が
作
ら
れ
る
。
激
壁
闘
に
績
き
揚
州
闘
で
も
、
乾
隆
元
年
に
は
大
豆
毎
石
一
分
の
税
率
が
再
確
認

同

さ
れ
た
の
に
績
き
、
乾
隆

一
八
年
以
前
に
、
大
豆
と
な
ら
ん
で
大
豆
粕
も
、
税
率
毎
槍
二
分
と
さ
れ
た
。
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時
代
は
や
や
降
る
が
、
大
豆
・
豆
粕
の
関
税
の
整
備
過
程
が
詳
細
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
山
海
闘
で
あ
る
。
加
藤
繁
氏
に
従
っ
て
概
観
す
る

帥と
、
乾
隆

一
四
年
ま
で
山
海
聞
か
ら
の
大
豆
職
、
迭
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
同
年
よ
り
、

田
空
の
船
に
限
り
、
大
船
二
百
石
・
小
船
百
石
の
制
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し
か
し
、
こ
の
数
量
制
限
は
、
嘗
時
の
大
船
の
職
迭
能
力
に
比
し
て
徐
り
に
も
少
な
く
、
官
場
の

大
豆

・
豆
粕
の
海
運
制
限
は
撤
蔵
さ
れ
た
。
以
後
、

税
率
の
倍
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
豆

・
豆

粕
の
職
迭
は
増
加
の
一

途
を
た
ど

っ
た
。
各
地
の
常
闘
の
税
制
と
税
額
か
ら
み
る
と
、
遅
く
と
も
潅
正
期
か
ら
、
蘇
常
地
方
で
は
、
大
船
に

よ
る
大
豆
験
迭
が
盛
ん
で
あ
り
、

乾
隆
期
に
は
揚
州
開

・
山
海
聞
な
ど
の
税
制
も
整
い、

海
運

・
河
運
と
も
活
設
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か

限
付
き
で
職
迭
が
公
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

腐
敗
を
も
生
み
、

つ
レ
に
乾
隆
三
七
年
、

る

清
代
中
期
の
商
品
流
通
の
中
で
、
い
か
な
る
位
置
を
占
め
た
で
あ
ろ
う
か
。

同

刷

大
豆

・
豆
粕
税
の
正
額
が
二
寓
八
千
除
雨
と
定
め
ら
れ
た
が
、

毎
石
二
分
二
鐙
の
税
率
よ
り
そ
の
量
を
求
め
る
と
、

お
よ
そ
一

二
八
寓
除
石
と

同

な
り
、
ま
た
そ
の
正
額
は
、
『
嘉
鹿
命
同
典
』
が
示
す
山
海
闘
の
総
関
税
額
の
約
四
六
%
を
占
め
る
。
南
貨

・
北
貨
と
も
に
課
税
封
象
で
あ
っ

た

わ
け
で
、
東
三
省
か
ら
南
に
向
う
商
品
の
殆
ん
ど
が
、
大
豆
・

豆
粕
で
あ
っ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

同

江
蘇
省
の
諸
闘
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
道
光
元
年
に
な
さ
れ
た
江
蘇
巡
撫
貌
元
埠
の
上
奏
は
、
揚
闘
の
税
牧
の
中
心
は
北
か
ら
来
る
大
豆

で
は
、
大
豆

・
豆
粕
は

山
海
闘
で
は

乾
隆
四
五
年
に
、

粕
と
大
豆
で
あ
る
が
、
同
年
、
河
南
省
西
河
地
方
の
大
豆
粕
船
が
来
ず
、

ま
た
山
東
省
の
運
河
地
幣
が
不
作
で
、
か
つ
水
不
足
に
よ

っ
て
運
河
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の
走
行
が
滞
っ

た
た
め
、

徴
税
の
盈
除
額
が
不
足
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
同
様
な
事
態
は
准
闘
に
も
み
ら
れ
る
。
道
光
元
年
の
達
三
の
上

倒

奏
は
、
准
闘
の
徴
税
の
中
心
は
、
黄
河
よ
り
運
ば
れ
る
コ
旦
貨
」
で
あ
り
、
嘉
慶
二
五
年
に
准
闘
の
税
額
が
不
足
し
た
の
は
、

黄
河
の
河
道
不

善
の
た
め
、
大
豆
船
が
来
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
道
光
元
年
以
前
に
は
、
揚
州
閥

・
准
開
の
課
税
の
中
心

同

は
、
大
豆

・
豆
粕
に
あ
っ

た
。
こ
の
流
通
ル

1
ト
に
つ
い
て
は
、
嘉
慶
二
一
年
に
な
さ
れ
た
雨
江
総
督
百
齢
の
上
奏
に
詳
し
い
。
彼
は
准
闘
に

属
す
る
十
三
分
ロ
の
税
額
の
中
心
が
大
豆
粕
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
河
南
省
徐
州
地
方
か
ら
来
る
も
の
、
山
東
省
か
ら
運
河
を
通
じ
て
運
ば
れ
て

来
る
も
の
、
安
徽
省
北
部
か
ら
洪
津
湖
を
通
っ

て
運
ば
れ
て
来
る
も
の
よ
り
成
っ
て
い
た
と
す
る
。
大
運
河
沿
い
の
准
闘
・
揚
州
開
の
課
税
の

国

中
心
が
大
豆

・
豆
粕
で
あ
っ
た
以
上
、
多
く
の
資
料
も
言
う
一迫
り
、
同
様
な
位
置
に
あ
る
工
部
常
開
の
宿
運
閥
、
蘇
常
の
大
農
業
地
幣
を
控
え

た
酌
壁
闘
等
で
も
、
事
態
は
同
様
で
あ
っ

た
。



乾
隆
J
嘉
慶
期
に
於
い
て
、
山
海
・
宿
遷
・
准
安
・
揚
州
・
酷
壁
の
各
闘
の
課
税
の
中
心
に
は
、
東
三
省

・
山
東
省
・
河
南
省
・
安
徽
省
北
部

・
江
蘇
省
北
部
か
ら
運
ば
れ
る
大
豆
・

豆
粕
が
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
五
聞
は
、
『
嘉
慶
曾
血
〈
』
が
一
示
す
全
園
の
税
関
の
正
額
中
に
お

制

い
て
約
三

O
%
の
地
位
を
占
め
る
。
さ
ら
に
、
安
徽
省
北
部
か
ら
運
ば
れ
る
大
豆
粕
流
通
の
中
心
と
み
ら
れ
る
鳳
陽
閥
、
海
運
物
資
を
把
握
し

同

た
江
蘇
海
開
等
で
も
、
大
豆

・
豆
粕
の
比
重
は
高
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
豆

・
豆
粕
は
、
乾
隆
J
嘉
慶
期
に
於
い
て
清
朝
が
把
握
し
た
、

江
蘇
省
南
部
方
面
に
向
う
商
品
流
通
の
中
心
品
目
で
あ
り
、
ま
た
全
園
的
に
み
て
も
第
一
級
の
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
清
朝
の
把
握
し
た
流
通
は
、
全
酷
か
ら
み
る
と

一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
大
豆
粕
流
通
の
激
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

課
税
を
の
が

れ
て
進
め
ら
れ
る
非
合
法
的
流
通
に
、
よ
り
端
的
に
現
わ
れ
る
。
流
通
制
限
を
抜
け
出
そ
う
と
す
る
最
も
初
歩
的
な
試
み
は
船
底
の
接
大
で
あ

る
。
清
朝
は
船
舶
の
傑
頭
を
水
運
の
課
税
基
準
の

一
つ
と
し
た
が
、
諦
竪
開
や
准
闘
で
は
、
探
頭
を
嬰
え
ず
に
船
底
を
蹟
張
し
、
積
載
量
の
増

岡

加
を
計
る
大
豆
船
が
多
か
っ
た
。

一
層
本
格
的
な
非
合
法
的
流
通
は
、
税
関
の
廻
避
と
、
禁
止
さ
れ
た
地
域
か
ら
の
海
運
で
あ
っ
た
。
嘉
慶
の
後
牢
期
に
は
、
河
南
省
方
面
か

ら
来
る
大
豆
船
が
、
准
開
を
通
ら
ず
、
洪
淳
湖
の
南
端
か
ら
小
河
を
通
っ
て
賢
腔
湖
・

高
郵
湖
へ
抜
け
、

部
伯
よ
り
大
運
河

へ
と
入
る
ル
l
ト

を
通
っ
て
盛
ん
に
往
来
し
て
い
た
。
河
南

・
山
東
の
大
豆
船
が
、
掛
町
監
闘
を
通
ら
ず
に
、
小
河
川
を
抜
け
て
直
接
上
海
に
達
す
る
ル
l
ト
を
用

い
て
い
る
こ
と
も
問
題
と
な
っ
た
。
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税
闘
を
通
さ
ぬ
も
う
一
つ
の
形
式
は
海
運
で
あ
る
。
山
海
聞
に
お
い
て
も
、
解
禁
以
前
か
ら
盛
ん
に
大
豆
の
密
移
出
が
行
な
わ
れ
て
い
恥
。
江

蘇
省
北
端
の
青
口
も
海
運
密
移
出
口
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
同
地
か
ら
大
豆
関
係
商
品
を
移
出
す
る
こ
と
は
、
氷
ら
く
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
乾
隆

同

五
年
、

署
理
江
南
総
督
郁
玉
麟
の
上
奏
に
従
っ
て
大
豆
の
海
運
が
許
可
さ
れ
て
以
後
も
、
大
豆
粕
の
移
出
は
依
然
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
大
豆

の
移
出
も
、
麻
街
よ
り
護
給
さ
れ
る
印
皐
に
職
迭
量
や
販
貰
先
を
記
し
、
移
出
先
の
税
関
の
詮
明
と
符
合
さ
せ
る
巌
し
い
管
理
制
度
の
下
に
お
か
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れ
て
い
た
。
だ
が
、
幾
百
里
も
の
悪
路
を
陸
迭
す
る
と
な
る
と
、

運
迭
費
が
買
い
附
け
債
格
よ
り
も
高
く
つ
く
た
め
、
准
闘
に
赴
い
て
納
税
の

同

周

上
で
内
陸
職
迭
を
す
る
者
な
ど
な
か
っ
た
。
嘉
鹿
八
年
、
南
江
絶
督
費
淳
に
よ
っ
て
大
豆
粕
海
運
の
公
認
が
要
請
さ
れ
る
。
こ
の
上
奏
は
絡
に
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裁
可
さ
れ
な
か

っ
た
が
、

ゆる
。

そ
れ
以
後
も
決
し
て
海
運
は
禁
絶
さ
れ
な
か
っ
た
。
ひ
き
績
い
て
密
移
出
の
防
止
策
が
議
論
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

清
朝
の
把
握
し
た
商
品
流
通
の
中
で
第
一

級
の
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
大
豆

・
豆
粕
流
通
の
背
後
に
は
、
清
朝
の
関
税
制
度
で
は
つ
か
み

切
れ
な
い
、
大
量
の
非
合
法
的
流
通
が
あ
っ
た
。
大
豆
・
豆
粕
は
、
清
代
中
期
に
お
け
る
文
字
ど
お
り
第

一
級
の
商
品
で
あ
っ
た
。

)
 
--l
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大
豆
粕
流
通
と
江
南
農
業

大
豆

・
豆
粕
受
け
入
れ
の
中
心
地
と
な
っ
た
の
は
上
海
で
あ
り
、
同
地
に
大
豆
粕
を
海
運
す
る
主
健
と
な
っ
た
の
は
、
既
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
沙
船
の
商
人
達
で
あ
っ
た
。
上
海
は
三
五

O
O隻
に
も
の
ぼ
る
沙
船
の
基
地
で
あ
り
、

大
型
の
も
の
は
三

O
O
O石、
小
型

の
も
の
で
も
一
五

O
O
J
六
O
O石
を
積
み
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
も
、
首
初
は
年
に
二
目
前
後
で
あ
っ

た
沙
船
の
運
航
は
、
年
を
追
っ

て
活
設
化
し
、
一
年
に
三
回
・
四
回
と
往
来
す
る
よ
う

に

な

る

。

そ

の

中

心
が
、
大
豆
三
品

同

(
大
豆
・
大
豆
粕

・
大
豆
油
〉
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
沙
船
は
、
北
貨
を
以
て
正
貨
と
な
し
、
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上
海
は
大
豆
業
と
と
も
に
設
展
し
た
。
上
海
に
は
油
豆
餅
業
公
所
、
青
日
銀
の
船
商
達
の
祝
其
公
所
、
あ
る
い
は
北
貨
行
所
、

更
に
は
南
行
の

貨
物
と
し
て
大
豆

・
豆
粕
な
ど
を
運
ん
だ
沙
船
に
劃
す
る
北
行
の
際
の
バ
ラ
ス
ト
確
保
ま
で
と
り
し
き
る
商
船
舎
館
な
ど
が
設
立
さ
れ
た
。
大

豆
業
に
直
接
関
係
の
あ
る
命
館

・
公
所
の
設
立
は
、
乾
隆
期
か
ら
嘉
腔
期
を
経
て
、
道
光
の
頃
ま
で
及
ん
で
い
る
。
開
港
以
後
、
後
述
の
よ
う

に
、
上
海
の
大
豆
業
は
急
速
に
衰
額
す
る
が
、
栄
光
の
残
照
は
容
易
に
消
え
去
ら
な
か
っ
た
。
民
園
期
に
入
っ
て
も
、
岡
市
で
は
豆
規
銀
と
呼

ば
れ
る
銀
が
通
行
し
て
お
り
、
天
卒
稀
と
呼
ば
れ
る
大
豆
油
用
の
秤
、
莱
陽
稿
と
呼
ば
れ
る
大
豆
粕
用
の
秤
も
ま
だ
用
い
ら
れ
て
い
印
。
上
海

に
お
け
る
大
豆
業
の
位
置
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
な
繁
祭
は
、

青
口
に
も
み
ら
れ
向
。

沙
船
の
基
地
は
上
海
で
あ
っ
た
が
、
大
豆
粕
の
消
費
地
は
、
周
迭
の
農
村
地
幣
で
あ
っ
た
。
『
安
呉
四
種
』
に
よ
る
と
、
上
海
の
沙
船
は
、

叫

崇
明

・
通
州
・

海
門

・
南
誰
・
賀
山
な
ど
の
地
方
か
ら
集
ま
っ
て
い
た
。
部
玉
麟
の
上
奏
は
、
主
円
口
か
ら
海
運
さ
れ
る
大
豆
の
類
は
、
太
倉
劉



同

河
地
方
に
運
ば
れ
た
と
言
い
、
光
緒

『
阜
密
7

豚士山
L

は
、
太
卒
天
国
以
前
、
同
地
か
ら
大
豆
粕
が
、
常
州
無
錫
へ
海
運
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て

同

伺

い
る
。
他
の
資
料
も
合
わ
せ
、
大
豆
粕
を
受
け
入
れ
た
の
が
、

蘇
州

・
常
州
な
ど
の
農
業
地
幣
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
船
戸
が
い
た
と
レ
う
。

個
々

の
船
商
に
つ
い
て
は
、
今
そ
れ
を
詳
か

に

し

得

な

に

一

隻
七
J
八
O
O
O雨
す
る
沙
船
を
四
J
五
O
隻
も
持
つ

同

し
か
し

『
一
斑
録
』
雑
述
は
、
も
う
一
つ
の
タ
イ
プ
と
も
言
う
べ
き
張
用
和
な
る
人
物
の
海
難
記
を
俸
え
て
い
る。

『
安
臭
四
種
』
は
、

彼
は
常
熟
と
太
倉
の
ほ
ぼ
中
聞
を
流
れ
て
長
江
に
注
ぐ
白
河
川
の
河
口
に
住
ん
で
お
り
、
恒
利
披
と
呼
ぶ
船
を
持
ち
、
牛
荘
や
腸
州
・
莱
陽
な

ど
を
往
復
す
る
海
運
を
業
と
し
て
い
た
。
恒
利
競
は
嘉
慶
二
年
に
台
風
の
た
め
漂
失
し
て
し
ま
う
が
、
張
氏
は
道
光
の
頃
に
は
、

再
び
源
泰
競

な
る
船
を
以
て
山
東
の
莱
陽
に
赴
き
、
大
豆
粕
を
積
み
込
む
の
で
あ
る
。
大
豆
・
豆
粕
業
の
有
利
さ
と
と
も
に
、

一
隻
の
沙
船
を
も
っ
て
荒
海

に
乗
り
出
す
農
村
「
土
着
之
富
民
」
の
姿
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
次
に
、
こ
う
し
て
運
ば
れ
た
大
豆
粕
が
、
該
地
の
農
業
に
ど
の
程
度
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
を
確
認
し
よ
う
。
太
湖
周
謹
地

同

剤
耐
に
流
入
し
た
大
豆
粕
の
量
を
正
確
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
三
千
石
の
沙
船
に
つ

い
て
考
え
よ
う
。
容
積
車
位
三
千
石
の
船
に
、
比
重

や
や
少
な
め
で
あ
る
が
、
標
準
的
な
容
積

の
比
較
的
重
い
大
豆
粕
が
、
重
量
単
位
に
し
て
何
捲
積
め
た
か
、
充
分
明
ら
か
で
な
い
。
今
憶
に
、

単
位

一
石
H
重
量
車
位
一
指
と
し
て
、
お
よ
そ
の
水
準
を
検
討
し
よ
う
。
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一
畝
首
り
の
施
肥
料
は
、
土
質

・
耕
起
深
度
な
ど
に
よ
っ
て
大
き
く
異
る
が
、

『
松
江
府
績
志
』
が
示
す
、
水
田

一
一
畝
嘗
り
大
豆
粕
五
十
斤

闘

の
割
合
で
計
算
す
る
と
、
栂
頭

一
丈
八
尺
の
大
船
の
大
豆
粕
は
、

賓
に
六

O
O
O畝、

三
六
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
徐
り
に
施
す
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
大
豆
粕
を
豚
の
飼
料
と
し
て
用
い
、
適
切
な
敷
き
草
を
加
え
て
得
た
厩
肥
を
水
田
に
投
入
す
る
場
合
、

『
沈
氏

帥

農
骨
一
回
』
の
計
算
に
従
う
と
、
二

O
O
O畝
、
約

一一一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
施
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
試
み
に
大
豆
粕
の
窒
素
含
有
量
を
硫
酸

同

ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

に
比
べ
る
と
、

楳
頭
一
丈
八
尺
の
大
船
一

隻
の
入
港
は
、
一

0
ト
ン
積
み
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
四
J
五
蓋
の
到
着
に
値
す
る
こ
と

に
な
る
。

'369 

上
海
に
は
三
千
五
百
隻
に
の
ぼ
る
大
小
の
沙
船
か
集
り
、

そ
れ
が
盛
時
に
は
年
に
三
J
四
回
の
往
復
を
し
た
と
停
え
ら
れ
る
。
北
来
の
貨
物
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の
中
心
が
、
大
豆

・
大
豆
粕
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
あ
ら
ゆ
る
誇
張
を
差
し
引
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
意
義
は
巨
大
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
先

に
み
た
よ
う
に
、
大
豆

・
豆
粕
は
、
海
運
だ
け
で
な
く
、
安
徽
省
北
部

・
河
南
省
な
ど
か
ら
大
量
に
河
辺
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
も
北
来
の
貨

物
の
中
心
で
あ

っ
た
。

大
豆
粕
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
康
く
行
き
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
清
代
中
期
に
お
け
る
中
心
的
商
品
に
ま
で
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、

嘗
時
の

商
業
的
農
業
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
ず
第

一
に
、
そ
れ
は
、
大
豆
粕
を
金
肥
と
し
て
用
い
る
か
、
あ
る
い
は
大
豆
粕
を
購
入
飼
料
と
し
て
用
い
る
農
法
が
、
清
代
中
期
の
長
江

下
流
デ
ル
タ
地
帯
に
、
債
範
囲

・一

般
的
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

言
い
換
え
る
な
ら
、
大
豆
粕
が
相
嘗
な
支
出
を
伴
っ
て
購

入
さ
れ
る
肥
料

・
飼
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
首
時
長
江
下
流
デ
ル
タ
地
帯
は
、
販
賓
の
た
め
の
購
買
を
伴

っ
た
高
い
水
準
の
小
商
品
生
産
段
階

に
達
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
大
阪
湾
岸
を
中
心
と
す
る
近
世
日
本
の
畿
内
で
は
、
開
港
前
、
既
に
本
源
的
蓄
積
が
問
題
と
さ
れ
る

ま
で
に
、
商
品
生
産
は
設
展
を
途
げ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
農
家
、

と
り
わ
け
河
内
を
中
心
と
す
る
棉
作
農
家
の
中
心
的
な
肥
料
が
干
鰯

同

で
あ
っ
た
が
、
大
阪
商
岸

一
幣
へ
の
肥
料
供
給
の
中
心
と
な
っ
た
大
阪
の
肥
料
市
場
に
於
け
る
干
鰯
の
入
荷
量
は
、
近
世
中
期

(
乾
隆
五

O
年

刈

た
か
だ
か
一
高
俵
除
り
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
金
肥
を
受
け
入
れ
た
農
業
地
帯
の
康
さ
を
考
え
に
入
れ
て
も
、
商
業
的
農
業
の
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代
)
に
お
い
て
、

設
展
に
限
定
す
る
な
ら
、
長
江
下
流
域
の
農
業
は
、
近
世
中
期
日
本
の
農
業
に
、
決
し
て
ひ
け
を
と
ら
な
か

っ
た
と
言
え
る
。

附
言
す
る
な
ら
、
大
豆
粕
は
、
従
来
商
品
作
物
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
棉
作
に
止
ま
ら
ず
、

水
稲
作
に
ま
で
肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
主
穀
も
含
め
て
販
買
の
た
め
の
生
産
、か
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
書
き
す
る
。

第
二
に
、
大
豆

・
豆
粕
は
、
華
北
あ
る
い
は
東
三
省
方
面
か
ら
、
大
量
に

・
恒
常
的
に
迭
ら
れ
て
来
て
い
た
。
こ
れ
は
、
長
江
下
流
域
の
商

業
的
農
業
、
か
、
中
園
北
部
を
肥
料
生
産
地
と
し
て
ま
き
、
込
ん
で
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
除
剰
農
産
物
の
一
時
的
販
買
で
も
な
く
餓
餓
販
買
で
も

な
い
、
各
農
業
経
営
を
基
礎
的
な
生
産
面
で
把
え
る
全
図
的
な
市
場
閤
の
形
成
が
、

長
江
下
流
域
の
商
業
的
農
業
を
牽
引
率
と
し
つ
つ
、
既
に

始
っ

て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。



し
か
も
第
三
に
、
大
豆
粕
は
「
上
農
」

・
「
富
農
」
等
と
呼
ば
れ
る
富
絡
な
農
民
経
営
に
お
け
る
第
働
生
産
性
向
上
へ
の
要
求
の
中
か
ら
肥
料

化
が
進
み
、
そ
の
よ
う
な
階
層
を
中
心
と
し
て
用
い
ら
れ
た
肥
料
で
あ
る
こ
と
は
、
第
一

章
で
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
大
豆
粕
の
康
範
な
流
通

は

、

大

豆

粕

を

肥

料

と

し

て

使

用

す

る

こ

と

が

一
般
化

し、

そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
生
産
力
水
準
が
普
遍
的
に
な
る
な
ら
ば
、
貧
窮
由
民
民
と
て
も
、
そ
れ
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
大
豆
粕
の

掛
け
買
い
は
、
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、

貧
困
な
階
層
が
商
業
資
本
に
把
え
ら
れ
、
経
営
の
主
睦
性
を
失
い
つ
つ
、
よ
り
高
度
な
商
業

的
農
業
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
は
、
富
裕
な
経
営
の
経
営
的
擁
大
と
と
も
に
、

農
業
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
援
展
の
南
側
面
で
あ
る
。

こ
れ
を
主
導
的
に
使
用
す
る
富
裕
な
経
営
の
贋
が
り
を
示
す
も
の
で
あ
る。

勿
論
、

清
代
後
期
に
お
け
る
流
通
の
鑓
化

)
 

-
l
 

(
 
流
遁
の
饗
動
と
衰
退
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再
び
流
通
に
目
を
移
そ
う
。
清
代
中
期
に
お
け
る
東
三
省

・
山
東
省
方
面
か
ら
の
大
豆

・
豆
粕
の
受
け
入
れ
地
は
長
江
下
流
デ
ル
タ
地
帯
で

あ
っ
た
が
、
乾
隆
時
代
も
終
り
に
な
る
と
新
し
い
流
通
が
始
っ
て
い
る
。

寧
波
を
中
縫
地
と
す
る
漸
江
省
南
部
や
一踊
建
省
へ
の
再
移
出
で
あ

る
。
山
東
省

・
奉
天
省
か
ら
迭
ら
れ
て
来
た
大
豆
を
一隅
建
商
人
が
再
移
出
す
る
こ
と
が
、

乾
隆
四
九
年
、
青
口
の
場
合
と
同
様
の
印
票
に
よ
る

同

管
理
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
五

O
年
に
は
再
移
出
量
は
一

票
に
つ
き
一

O
O石
と
決
め
ら
れ
、
績
く
五
一
年
に

は
、
一
幅
建
と
と
も
に
台
州
・

温
州
の
二
府
に
つ

い
て
も
、
同
様
な
移
出
が
認
可
さ
れ
印。

だ
が
こ
れ
ら
の
新
し
い
移
動
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
俸
統
的
な
中
園
沙
船
は
、
水
深
が
浅
く
て
沙
地
も
多
く
、

か
つ
波
の

比
較
的
お
だ
や
か
な
上
海
以
北
を
航
行
す
る
に
は
好
都
合
で
あ
っ
た
が
、
波
が
荒
く
島
興
も
多
い
淑
江
以
南
の
地
域
を
航
海
す
る
に
は
不
向
き

で
あ
っ
た
。

後
者
の
海
域
で
は
鳥
船
な
ど
と
呼
ば
れ
る
竪
牢
な
崎
が
用
い
ら
れ
、

制

こ
の
技
術
的
理
由
で
、
悶
喝
船
は
運
糧
に
参
加
し
な
か

っ
た
。

こ
う
し
た
技
術
的
制
約
も
あ
っ
て
、
乾
隆
期
に
始
っ
た
一耐
建
地
方
へ
の
大

南
地
域
聞
の
融
通
は
な
か

っ
た
。

漕
糧
の
海
運
に
際
し
て

371 
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!一一一一 |牛荘 |芝宋 |上海 |鹿門 |
|移輸出総 量(指)11，901， 013! 1， 245， 6011 4，0271 1 

1 ~総額 〈雨)1 日25， 871 3， 6241 - 1 

l u t岱蛍り債格(雨)1 0.70 0.901 I 

!再移輸出i総 量(搭)1 47，771， 5，4721 

i②総額(同 一-I 42， 995 5， 054: 

i 1時り債格調)1 1_ _1 ・ 1 ・21

移q41社入総 量(掘)1 i 1 154，397， 541，3391 

総 額(悶)! 一一 ! I 138， 957， 513， 524[ 

括嘗り債格(雨)| ! | . : .51 

i::;g;l羽通告(弔|

主要港湾問大豆粕移輸出入*犬況 (1884年〕

泊 頭

表 l

③ 

差し引き移輸入量
①ー①ー②

豆
の
再
移
出
は
、
法
令
も
定
め
る
と
お
り
、
あ
く
ま
で
再
移
出
に
止
ら
ざ

出典 :Commercial Reports from Her Majesty's Consuls in China， 1884. 

る
を
得
な
か

っ
た。

と
こ
ろ
が
清
代
の
後
期
に
な
る
と
、
従
来
の
流
通
は
根
本
的
に
饗
化
す

る
。
表
ー
は
、
大
豆
粕
を
取
り
扱
う
主
要
港
湾
聞
で
の
大
豆
粕
の
職
移
出

入
獄
況
を
一
八
八
四
年
度
に
閲
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
牛
荘
と
芝山
一小
か
ら
積
み
出
さ
れ
た
大
豆
粕
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が

油
頭
と
慶
門
に
迭
ら
れ
て
お
り
、
南
港
の
最
終
的
受
け
入
れ
量
を
合
わ
せ

る
と
、
全
陸
の
九
五
%
を
越
え
て
い
る
。
こ
れ
に
ひ
き
か
え
、

蘇
常
の
大

か
つ
て
は
大
豆

・
豆
粕
の
大
量
受
け
入
れ
地
で
あ

っ

農
業
地
帯
を
控
え
、

- 46ー

た
上
海
の
地
位
低
下
は
著
し
い
。
組
移
入
量
は
、
流
通
量
全
践
の
五
%
に

再
移
出
さ
れ
て そ
い の
る同移
。 入

表さ
日 れ
t主k.

大
旦
粕
も

か
な
り
の
部
分
が
そ
の
ま
ま

も
満
た
ず
、

一
八
七

0
年
代
に
お
け
る
大
豆
粕
の
流

通
を
、
上
海
に
限
定
し
て
な
が
め
た
も
の
で
あ
る
。
上
海
が
大
豆
粕
の
受

け
入
れ
地
か
ら
、
車
な
る
流
通
の
中
継
地
、
あ
る
い
は
回
積
と
投
機
的
責

買
の
地
に
嬰
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
全
鐙
の
流
通
量
か
ら

み
れ
ば
、
中
継
地
と
し
て
の
役
割
も
影
の
う
す
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

海
開
統
計
か
ら
み
た
上
海
へ
の
大
豆
粕
海
運
の
減
退
は
、
中
園
資
料
か

ら
も
窺
わ
れ
る
。
光
絡

一
二
年
(
一
八
八
六
年
)
に
編
纂
さ
れ
た

『
阜
寧

同

豚
士
ど
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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上海港大豆粕移輸出入欣況

|移輪出 ① |移輸入 ② 1再移輸出③!@一①一@

総量(鋸〉 4，236 250，698 167，362 79，100 

日7ー額(雨〉 3，389 200，558 133，889 

携t量り債格 (爾〉 0.80 0.80 0.80 

232，242 174，986 207，247 -264，503 

243，854 183，736 217，605 

指嘗り債格(雨) 1. 05 1. 05 1. 05 

語思 量 (鎗〉 6，591 105，005 29，347 69，067 I 

1876年 線 額 (雨〉 6，892 110，255 30，814 

強嘗り債格(雨〉 1. 05 1. 05 1. 05 

総 量 (措) 1，068 318，140 324，790 一7，718

1877年 事E 額 (雨〕 1，067 318，139 324，790 

猪首り債格(雨〉 1. 00 1. 00 1. 00 

表H

出典 :Commercial Reports from Her Majesty's Consuls in China， Shanghai. 

我
が
清
朝
が
海
禁
を
解
か
れ
て
以
来
、商
船
が
群
ら
が
り
集
ま
っ

た。

(中
略
〉

嘗
時
、
八
灘
・
東
玖

・
羊
案

・
東
溝
と
い
っ
た
町
々
に
は
、

大
豆
粕
や
大
豆
を
集
め
て
常
州
無
錫
に
運
ぶ
船
が
帆
柱
を
連
ね
て
い

た
の
に
、
今
で
は
皆
む
か
し
語
り
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
黄
河
が
流

れ
を
援
え
、
太
卒
天
国
の
飽
が
起
こ
っ
て
以
来
、
商
人
も
一

般
人
民

も、

重
ね
重
ね
困
窮
し
、

暮
ら
し

向
き
が

悪
く

な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

か
つ

て
江
蘇
省
北
部
か
ら
常
州
無
錫
の
地
に
運
ば
れ
た
大
豆
粕
も
、
今
や

ば
っ
た
り
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。

- 47ー

海
運
と
な
ら
ん
で
大
豆
粕
職
迭
の
も
う

一
つ
の
動
脈
で
あ
っ
た
大
運
河

に
よ
る
職
迭
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
光
緒
九
年

(
一
八
八
三
年
〉
に
著
さ

れ
た

『
綴
纂
准
安
府
志』

は
次
の
よ
う
に
言
旬
。

大
豆
油
と
大
豆
粕
は
、
道
光
以
前
に
は
江
南
地
方
に
貰
り
捌
い
て
、

大
き
な
利
盆
を
あ
げ
て
お
り
、
関
税
牧
入
も
、
こ
れ
を
高
額
品
目
と

し
か

L
三
十
年
こ

の
か
た
、
牧
穫
が

レ
や
婚
し
に
減
つ

し
て
い
た
。

て
、
こ
れ
を
仕
事
に
す
る
者
が
少
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

か
つ

て
安
徽
省
北
部

・
河
南
省

・
山
東
省
の
各
地
か
ら
大
豆
粕
船
が
集
っ

た
准
闘
で
も
、

光
緒
の
頃
ま
で
に
、

奮
の
面
影
は
失
な
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
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流
通
の
鑓
化
は
、
大
豆
粕
の
利
用
面
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
確
か
に
光
緒
期
に
は
い
っ
て
か
ら
も
、
江
蘇
省
地
域
で
大
豆
粕
は
肥
料
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
大
規
模
な
流
通
は
減
少
し
て
も
、

海
闘
が
把
握
し
な
か
っ
た
小
口
の
職
迭
が
積
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
全
図

的
流
通
は
減
少
し
て
も
、
そ
の
地
で
と
れ
る
大
豆
の
粕
が
肥
料
や
飼
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
光
緒
二
四
年
の
『
農
皐
報
』
は
、
播
種

と
田
構
え
に
先
立
っ
て
、
大
豆
粕
十
餅
を
基
肥
と
し
て
用
う
べ
き
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
光
緒
三
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
輩
桑
牽
編
』
は
、

桑

同

の
肥
料
と
し
て
大
豆
粕
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
同
書
が
一
粂
政

・
論
糞
類
で
も
言
う
よ
う
に
、
大
豆
粕
は
力
も
強
い
が
、

同

値
段
が
高
く
て
多
く
は
用
い
る
こ
と
の
で
き
な
い
肥
料
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

七
八
年
の
牛
荘
海
開
報
告
、

イ
ギ
リ
ス
王
立
ア
ジ
ア
協
舎
の
農
村
調
査
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
大
豆
粕
の
多
く
が
、
康
東
・

一踊
建
に
迭
ら
れ
、
同
地
で
甘
煎
作
の

こ
れ
に
射
し
、

一
八
六
五
年
、

七
四
年
、

一
『

0
7
ロ
同
四
ロ

4
0
3
u『
の
町
、
町
立
h
N

あ
る
い
は

一
八
八
八
年
の

一
八
七
八
年
度
の
牛
荘
海
閥
報
告
は
、
同
地
で
積
み
出
さ
れ
る
大
豆
粕
が

油
頭
を
阿波
大
の
消
費
地
と
し
て
お
り
、
同
地
で
と
り
わ
け
甘
煎
作
の
肥
料
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
同
年
の
大
豆
粕
移
出
が
従
来
に
倍
し
て
多
か

重
要
な
肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
中
で
も
、

- 48ー

っ
た
の
は
、
前
年
度
の
砂
糖
職
出
が
か
つ
て
な
く
活
設
で
、
そ
の
結
果
、
甘
煎
作
農
家
で
の
大
豆
粕
需
要
が
増
大
し
た
た
め
で
あ
る
こ
と
、
な

同

ど
を
述
べ
て
い
る
。
大
豆
粕
流
通
が
質
化
し
た
背
景
と
し
て
、

同る。

開
港
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
た
外
園
市
場
の
影
響
が
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ

)
 

-
1
 

・1(
 
嬰

動

の

背

景

そ
れ
で
は
、
大
豆
粕
流
通
の
鑓
動
は
、

い
か
な
る
原
因
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

イ

流
通
候
件
の
饗
化

ま
ず
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
の
は
、
大
豆
粕
を
め
ぐ
る
流
通
篠
件
の
襲
化
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
大
豆
粕
輸
送
業
へ
の
洋
商
の
参
入
で
あ



っ
た
。
沙
船
に
よ
る
大
豆
・
豆
粕
総
迭
の
意
義
は
清
朝
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ア
ロ

l
戦
争
の
結
果
と
し
て
結
ば
れ
た
天
津
篠
約
で
牛
荘

・
芝
宋
が
開
港
さ
れ
た
時
も
、
同
年
上
海
で
結
ぼ
れ
た
逼
商
税
則
善
後
篠
約
に
よ

っ
て
、
沙
船
の
濁
占
的
大
豆
粕
職
、
迭
権
が
確
保
さ
れ
て
い

向
。
し
か
し
、
大
豆
・
豆
粕
の
交
易
は
極
め
て
有
利
な
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
も
、
牛
荘
等
で
大
豆

・
豆
粕
の
積
み
出
し
が
認
め
ら
れ
ね
ば
、

イ
ギ
リ
ス
商
人
は
、
南
行
に
際
し
て
船
の
安
定
の
た
め
土
砂
な
ど
を
積
ん
で
開
ら
ざ
る
を
得
ず
、
往
路

・
復
路
と
も
に
積
み
荷
の
あ
る
中
国
船

怖

に
比
べ
て
二
倍
の
コ
ス
ト
を
か
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
洋
貨
の
競
争
力
が
低
下
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
そ
の
上
、
牛
荘

同

・
芝
宋
等
で
は
、
南
か
ら
運
ば
れ
て
来
る
商
品
と
大
豆
・
豆
粕
と
の
パ

l
タ

l
取
り
引
き
が
な
さ
れ
て
い
た
た
め
、
洋
船
の
営
業
活
動
に
と
っ

て
、
大
豆
・
豆
粕
を
取
り
扱
う
こ
と
は
不
可
依
で
あ
っ
た
。

帥

こ
の
た
め
、

芝
宋
の
イ
ギ
リ
ス
商
人
を
中
心
に
、
制
限
の
撤
肢
を
求
め
る
強
い
運
動
が
繰
り
康
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
清
朝
は
、
幾
度

か
拒
否
の
態
度
を
示
し
た
も
の
の
、
太
卒
天
国
銀
座
と
い
う
嘗
時
の
至
上
命
令
の
た
め
、

刷

正
月
、

恭
親
王
の
大
豆
・
豆
粕
解
禁
を
求
め
る
上
奏
は
裁
可
せ
ら
れ
た
。

「中
園
商
船
之
利
」
は
投
げ
捨
て
ら
れ
、
同
治
元
年

- 49一

こ
の
政
策
は
維
持
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

牛
荘
で
の
買
い
附
け
債
格
が
上
昇
し
、
資
本

輔

の
少
な
い
沙
船
業
者
は
取
り
引
き
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
も
こ
の
債
格
上
昇
は、

洋
船
の
登
場
を
基
礎
と
す
る
新
市
場
の
開

以
後
、
李
鴻
章
ら
の
度
々
の
奏
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

震
に
よ
っ
て
裏
附
け
ら
れ
て
い
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
乾
隆
後
期
に
は
大
豆
の
一
隅
建
方
面
へ
の
移
出
が
始
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
造
船
技
術
に

も
規
定
さ
れ
て
未
だ
中
縫
移
出
の
段
階
に
止
っ

て
い
た
。
洋
船
の
登
場
は
、
こ
う
し
た
篠
件
を
嬰
え
た
。
浅
水
域
の
航
行
に
は
、
洋
船
も
不
向

き
で
あ
っ
た
が
、
強
い
資
力
で
現
地
の
沙
船
を
使
っ
て
大
豆
粕
を
買
い
附
け
、

川
、
一
踊
建
・
蹟
東
を
上
海
と
同
様
な
市
場
候
件
に
引
き
上
げ
た
。
洋
一
船
の
参
入
に
よ
る
大
豆
粕
債
格
の
上
昇

・
新
し
い
航
海
技
術
に
よ
る
新
市

場
の
登
場
、
こ
れ
が
流
通
篠
件
嬰
化
の
第
一
で
あ
っ

た
。

優
れ
た
航
行
能
力
に
も
の
を
言
わ
せ
て
敏
速
な
職
迭
を
行
な

375 

し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
、
贋
東
・
一
幅
建
市
場
の
出
現
と
江
蘇
方
面
の
相
射
的
地
位
低
下
を
説
明
す
る
も
の
で
は
あ
っ

て
も
、
債
格
上
昇
の
も

と
で
、
他
の
地
方
か
ら
の
流
入
が
停
滞
し
た
こ
と
の
読
明
と
し
て
は
不
充
分
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
う
一
つ
の
要
因
が
あ
る
。
施
一金
の
創
出
で
あ
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る
。
か
つ
て
大
豆
粕
の
消
費
地
で
あ
っ
た
江
蘇
省
に
お
い
て
、

託
金
は
威
盟
四
年
に
始
め
ら
れ
た
。
既
に
羅
玉
東
氏
の
研
究
に
よ

っ
て
も
明
ら

同

か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
江
蘇
省
と
漸
江
省
の
遊
金
は
最
も
巌
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
太
卒
天
国
鋲
座
の
た
め
、
清
朝
は
最
も
商
品
生
産
の

進
ん
だ
地
域
か
ら
集
中
的
に
産
金
を
徴
牧
し
た
。

大
豆
閲
係
に
つ

い
て
具
般
的
に
検
討
し
よ
う
。
成
盟
四
年
に
産
金
が
設
け
ら
れ
た
時
に
は
、
そ
の
税
率
は
比
較
的
聴
く
、
大
豆
一
石
に

つ
き

し
か
し
同
七
年
の
税
率
引
き
上
げ
、
同
治
元
年
に
貫
施
さ
れ
た
鐙
金
の
銀
立
て
へ

の
饗
更
等
が
重
な

同

り
、
光
緒
元
年
の
時
貼
で
、
箭
金
創
設
嘗
時
に
比
べ
大
豆
で
三

O
倍
、
大
豆
粕
で
十
除
倍
の
課
税
、か
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
レ
た
。
し
か
も

銭
四
文
、
大
豆
粕
毎
片
二
文
で
あ
っ
た
。

首
時
、
不
景
気
の
原
因
と
し
て
艶
金
に
非
難
が
集
中
し
、
米
穀
等
に

つ
い
て
は
、

少
な
く
と
も
法
令
上
は
税
率
が
軽
減
さ
れ
る
方
向
に
あ
っ
た

同

中
で
、
大
豆
三
品
は
主
穀
で
は
な
い
と
の
立
場
か
ら
、
濁
り
減
免
の
封
象
か
ら
は
ず
さ
れ
て

い
た
。
光
緒
元
年
、
上
海
の
商
人
達
に
よ
っ
て
大

伺

豆
三
口
聞
に
射
す
る
援
金
撤
肢
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
大
豆
で
二

O
%、
大
豆
粕
の
場
合
、
試
算
に
よ
る
と
二
十

回

数
パ
ー
セ
ン
ト
の
謀
税
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
加
え
て
、
江
蘇
省
南
部
一
帯
に
は
、
私
設
の
麓
半
卜
が
無
数
に
作
ら
れ
て
お
り
、
額

同

外
の
拡
皿
金
が
徴
牧
さ
れ
て
い
た
。

最
も
被
害
が
多
か
っ
た
の
が
、
河
南

・
安
徽
等
か
ら
の
河
運
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
長
い
流

- 50ー

通
路
に
沿
っ
て
、
毎
闘
徴
牧
の
原
則
で
賛
金
が
と
ら
れ
る
な
ら
、

肥
料
と
し
て
の
流
通
は
不
可
能
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。

洋
商
の
参
入
・
産
金
の
創
出
と
い
う
要
因
は

い
ず
れ
も
、

従
来
の
大
豆
粕
消
費
地
で
あ
る
江
漸
地
方
に
、

と
り
わ
け
深
刻
な
打
撃
を
興
え

か
つ
て
は
稲
わ
ら
に
等
し
い
と
言
わ
れ
た
大
豆
粕
が
、

刷

困
難
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

た
。
こ
の
結
果
、

『
盆
開
銀
』
も
言
う
よ
う
に
、
流
入
量
が
減
少
し
、
高
債
で
使
用
の

ロ

生
産
物
債
格
の
下
落

大
豆
粕
流
通
激
嬰
の
背
景
に
は
、
大
豆
粕
自
身
の
流
通
候
件
の
鎚
化
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
嬰
動
の
背
景
と
し
て
、
か

つ
て
そ
の
流
通
を
支

え
た
長
江
下
流
域
の
農
業
の
経
営
篠
件
に
関
す
る
他
の
諸
要
素
も
見
の
が
し
得
な
い
。
そ
の
一
つ
は
、
か
つ
て
該
地
の
商
品
作
物
の
中
心
品
目
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60年代の平t句を100とするt旨数表示

に
数
え
ら
れ
た
米
と
棉
花
の
債
格
が
下
落
し
た
こ
と
で
あ
る
。

『
一
斑
録
』
は
、

清
代
後
期
蘇
州
地
方
に
お
け
る
物

債
鑓
動
を
比
較
的
詳
し
く
残
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
、

乾
隆

・
嘉

ま
ず
棉
花
か
ら
。

慶
期
を
通
じ
て
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
棉
花
の
債
格
が
、

頭
を
最
高
に
、

四
四
年
(
道
光
二
四
年
〉
以
後
、
急
速
に
下
落
し
始
め

る
。
所
謂
南
京
木
棉
と
し
て

一
八
三

0
年
代
初
期
に
は
海
外
市
場
ま
で
持

つ
に
至
っ
た
江
蘇
省
の
棉
業
は
、
ア
ヘ

ン
戦
争
敗
北
以
後
、
イ
ギ
リ
ス
棉

布
に
よ
っ
て
、
そ
の
商
品
生
産
と
し
て
の
設
展
水
準
の
高
さ
故
に
、

他
地

一
八
四

0
年
代
初

域
に
比
べ
て
急
速
か
つ
深
刻
な
打
撃
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

『一

斑
録
』
の
棉
花
債
格
嬰
動
は
、
洋
布
の
流
入
と
完
全
に

一
致
し
て
い
何
。

同
様
な
債
格
嬰
動
は
、
米
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
る
。

『
一
斑
録
』
は
、
乾

- 51ー

隆
・
嘉
陵
を
通
じ
て
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
米
債
が
、
嘉
慶
の
末
を
境
に
、

次
第
に
低
落
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
米
債

・
棉
債
と
も
約
五

O
%
の

落
ち
込
み
が
み
ら
れ
る
。

『
一
斑
録
』
の
記
述
は

一
八
五

0
年
代
の
初
め
で
終
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
以
後
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
グ
ラ

フ
は、

海
開
報
告
に
よ

っ
て

上
海

で
の
米
と
原
棉
、
油
頭
で
の
組
糖
と
い
う
三
つ

の
商
品
の
債
格
襲
化
を
求

め
、
指
数
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
新
し
い
大
豆
粕
消

費
者
で
あ
る
油
頭
の
甘
煎
作
農
民
の
作
り
出
す
砂
糖
は

一
八
七

0
年
代
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同

か
ら
八

0
年
代
を
通
じ
て
高
い
水
準
を
維
持
す
る
の
に
比
べ
て
、

米
債

・
棉
債
と
も
に
、
同
治
・
光
緒
期
に
入
っ
て
か
ら
も、

前
代
以
来
の
低

下
傾
向
を
縮
け
、
い
ず
れ
も
六

0
年
代
の
半
分
近
く
ま
で
落
ち
込
む
。

八

0
年
代
後
牢
期
よ
り
、
雨
者
の
債
格
は
上
昇
に
輔
ず
る
が
、

六
0
年

代
水
準
を
回
復
す
る
の
は
、
一
九

0
0年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
首
時
は
イ
ン
フ

レ
傾
向
に
あ
り
、

高
桂
芥
ら
も
言
う
よ
う
に
全

般
的
な
物
債
高
の
中
で
、
米
と
棉
花
の
み
が
安
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
米
や
棉
花
を
販
貫
目
嘗
て
に
生
産
し
て
い
る
農
民
は
深
刻
な
影
響

同

を
受
け
た
。

ノ、

務

賃

の

上

昇

「上
農
」
的
経
営
方
法
の
特
色
と
し
て
、
第
働
生
産
性
の
高
い
肥
料
の
使
用
、

廉
い
経
営
面
積
な
ど
と
な
ら
ん
で
、
他
人
の
傍
働
力

の
属
備
を
あ
げ
て
お
い
た
。
経
営
後
件
の
嬰
化
は
、
こ
の
面
で
も
起
き
た
。
資
料
的
に
は
、
次
の
よ
う
に
現
わ
れ
旬。

先
に乾

隆

・
嘉
鹿
の
時
代
に
は
、
農
民
は
耕
作
に
助
み
、

よ
く
法
に
服
し
て
い
た
。
威
盟
同
治
以
後
は
、
耕
作
を
な
ま
け
、
法
を
な
い
が
し
ろ
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に
し
て
い
る
。
町
の
近
く
に
住
む
農
民
は
、
小
作
料
の
不
梯
い
を
習
慣
と
し
て
お
り
、
長
工
の
努
賃
も
昔
に
比
べ
て
倍
加
し
た
。

で
は
、
具
臨
的
に
ど
の
程
度
の
上
昇
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

『
中
園
近
代
農
業
史
資
料
』
所
牧
の
刑
部
桜
案
は
、
江
蘇
省
の
二
つ
の
月
工
の
例

同

五
O
O文
で
傭
わ
れ
て
い
る
。
清
代
中
期
の
同
地
方
の
事
情
を
表
わ
す
『
清
俗
紀
聞
』
が
、

制

農
村
の
月
奉
公
人
の
給
料
が
三

O
O文
程
度
で
あ
っ
た
と
言
う
の
と
一
致
す
る
。

を
残
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
は
各
々
三
O
O文、

『
中
園
近
代
農
業
史
資
料
』

に
牧
め
る
他
の
楢
案
例
も
、
毎

月
三

O
OJ
六
O
O文
程
度
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
例
か
ら
で
は
あ
る
が
、
首
時
の
農
業
務
働
の
賃
金
が
三

O
O文
J
六
O
O文
程
度
で
あ
っ

た

こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
が
同
治

・
光
緒
則
に
な
る
と
、
こ
の
水
準
は
大
き
く
嬰
化
す
る
。
光
緒

寸白
河
程
腕
志
』
、
イ
ギ
リ
ス
王
立
ア
ジ
ア
協
舎
の
調
査
、

『
申

同

報
』
、
『
宮
呉
一
巣
脳
』
な
ど
に
は
、
首
時
の
長
江
下
流
域
に
お
け
る
雇
傭
制
労
働
に
閲
す
る
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
個
別
の
雇
傭
例
で

は
な
く
、
い
ず
れ
も
蛍
時
の
水
準
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
季
節
性
や
地
域
性
を
反
映
し
て
か
、
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
を
示
し
て
い
る
。
し
か



一
日
一

O
O文
J
二
八

O
文
と
い
う
そ
の
値
、
と
り
わ
け
中
心
的
に
出
て
く
る
二
O
O文
前
後
の
値
を
乾
隆
期
の
水
準
と
比
べ
る
な
ら
、

同

相
嘗
な
第
賃
の
上
昇
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
に
は
充
分
で
あ
る
。
同
様
な
労
賃
の
上
昇
は
、
農
業
以
外
の
面
で
の
第
賃
に
つ
い
て
も
み
ら
れ

旬
。
こ
う
し
た
努
賃
上
昇
の
背
景
を
、
こ
こ
で
全
面
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
太
平
天
国
以
後
、
長
江
下
流
域
で
は
、
湖
南

・

安
徽
な
ど
か
ら
の
客
民
の
流
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
の
減
少
が
著
し
か
っ
た
こ
と
は
事
買
で
あ
引
。
農
村
の
荒
腰
、
農
業
人
口
の
減
少
、

献
労
働
力
の
減
少
が
諸
物
債
上
昇
と
い
う
全
園
的
要
因
と
と
も
に
、

務
賃
の
上
昇
に
結
び
つ
い
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

し
以
上
の
概
観
に
従
う
な
ら
、
乾
隆

・
嘉
慶
期
を
通
じ
て
比
較
的
有
利
な
候
件
に
恵
ま
れ
て
い
た
長
江
下
流
域
の
農
業
経
営
は
、
主
要
な
肥
料

あ
る
い
は
飼
料
で
あ
っ
た
大
豆
粕
の
流
通
候
件
の
饗
化
と
、
そ
れ
に
よ
る
債
格
上
昇
、
生
産
物
債
格
の
下
落
、

履
傭
務
賃
の
上
昇
と
い
う
困
難

要
因
に
遭
遇
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
傑
件
は
、

第
一
章
で
み
た
「
上
農
」
あ
る
い
は
「
富
農
」
と
呼
ば
れ
る
階
層
の
主
要
な
経

替
篠
件
を
、

い
ず
れ
も
困
難
に
お
と
し
入
れ
た
こ
と
に
な
る
。

昔
は
人
を
傭
っ
て
耕
作
し
て
も
、
そ
の
費
用
は
ま
だ
安
か

っ
た
。
今
で
は
務
賃
が
高
く
な
り
、
食
物
も
昂
騰
し
、

て

ま

か
る
上
に
、
肥
料
代
二
千
文
が
加
わ
る
。
農
民
は
自
分
自
身
で
耕
作
す
る
か
手
聞
が
え
を
す
れ
ば
、
支
出
合
計
を
少
し
は
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
畝
嘗
り
二
千
文
も
か
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第
賃
や
肥
料
代
の
上
昇
の
も
と
で
、
こ
れ
ま
で
他
人
の
第
働
力
を
雇
傭
し
て
い
た
経
営
も
、

自
作
を
行
な
い
、
あ
る
い
は
務
働
力
交
換
を
す
る

な
ど
し
て
、

経
営
を
後
退
さ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
大
豆
粕
流
通
の
饗
動
の
背
景
に
は
、
長
江
下
流
域
の
農
業
経
営
の
全
面
的
後
退
、
な
か

で
も
こ
れ
ま
で
大
豆
粕
の
主
導
的
消
費
者
と
な
っ
て
き
た
雇
傭
傍
働
や
金
肥
を
用
い
る
農
業
経
営
の
後
退
が
あ
っ
た
。

せ
和

379 

大
豆
粕
の
肥
料
化
は
明
代
の
中
期
に
始
っ
て
い
た
が
、
清
の
乾
隆

・
嘉
慶
期
に
な
る
と
、
合
法

・
非
合
法
の
流
通
を
合
わ
せ
て
、
全
園
的
に

み
て
最
も
主
要
な
商
品
と
な
る
ま
で
に
普
及
し、

長
江
下
流
域
の
農
家
の
聞
で
、
肥
料
と
し
て
・

飼
料
と
し
て
、
康
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
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っ
た
。
蛍
時
の
民
業
の
基
幹
的
作
業
で
あ
る
施
肥
州
労
働
に
祉
合
的
分
業
の
棋
が
打
ち
込
ま
れ
、
肥
料
製
造
の
た
め
の
州
労
働
が
分
離
さ
れ
、
商
業

資
本
に
よ
っ
て

結
合
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
策
北
地
方

・
山
東
省

・
河
南
省

・
江
蘇
安
微
雨
省
北
部
方
面
で
の
大
豆
栽

培、
長
江
下
流
域
で
の
大
豆
粕
を
使
用
し
て
の
農
業
経
営
が
、
い
ず
れ
も
恒
常
的
な
販
買
の
た
め
の
生
産
践
系
に
組
み
込
ま
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

大
豆
粕
の
越
大
な
流
通
は
、
少
な
く
と
も
長
江
下
流
域
地
帯
は
、
販
買
の
た
め
の
購
買
を
仲
っ

た
高
度
な
水
準
の
小
商
品
生
産
段
階
に
達
し
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
か
か
る
恒
常
的
な
販
賓
の
た
め
の
生
産
は
、
生
産
物
が
多
か
れ
少
な
か
れ
債
値
ど
お
り
に
貰
ら
れ
る
こ
と
を
前
提

と
す
る
。
小
商
品
生
産
段
階
を
基
礎
と
し
て
、
他
人
の
務
働
を
扇
傭
し
て
販
買
の
た
め
の
農
業
を
管
む
上
農

・
富
農
経
営
が
展
開
し
つ
つ
あ
っ

た
。
金
肥
の
康
が
り
は
こ
の
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。

第
三
章
で
は
、
開
港
を
前
後
と
し
て
、
金
肥
の
流
通
が
大
は
ば
に
後
退
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
背
後
に
は
、
洋
商
の
参
入
や
賛
金
の

創
設
に
よ
る
大
豆
粕
債
格
の
上
昇
と
と
も
に
、
生
産
物
債
格
の
下
落
や
務
賃
の
上
昇
の
も
と
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
長
江
下
流
域
の
商
業
的
農
業

天
国
を
境
と
す
る
清
朝
の
「
封
建
」

反
動
政
策
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

い
ま
一
つ
は、

こ
れ
ら
の
衝
撃
が
数
果
を
持
つ
に
は
、
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の
後
退
が
あ
っ

た
。
こ
こ
で
二
つ
の
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

一
つ
は
、
商
業
的
農
業
の
後
退
現
象
が
、
開
港
に
よ
る
外
園
商
品
の
進
入
、
太
卒先

に
み
た
清
代
中
期
に
お
け
る
小
商
品
生
産
段
階
到
達
が
前
提
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
開
港
後
の
生
産
物
債
格
の
下
落
が
該
地
の
農
業
に

打
撃
を
興
え
る
た
め
に
も
、

産
金
牧
奪
が
放
力
を
持
つ
た
め
に
も
、

販
貰
を
不
可
依
の
前
提
と
し
て
農
業
が
管
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
第
賃
の
上
昇
が
深
刻
な
問
題
と
な
る
前
提
に
は
、
康
範
な

務
働
力
の
賀
買
に
ま
で
進
ん
だ

祉
曾
的
分
業
が
あ
っ

た
。

は
、
小
商
品
生
産
段
階
到
達
の
故
に
、
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
。

長
江
下
流
域
地
方

河
南
・
安
徽

・
江
蘇
北
部
か
ら
の
大
豆
粕
流
通
が
途
絶
し
た
こ
と
、
大
豆
粕
が
や
が
て
専
ら
日
本
向
け
の
商
品
と
な
っ
た
こ
と
は
、

洋
布
の

流
入
と
同
様、

こ
れ
ま
で
園
内
市
場
の
設
肢
を
支
え
た
商
品
流
通
が
、
外
園
市
場
と
の
連
績
の
た
め
に
切
断
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

長
江

下
流
域
の
農
業
か
持
っ
て
い
た
圏
内
市
場
に
お
け
る
有
利
な
地
位
は
後
景
に
退
い
た
。
高
い
水
準
に
ま
で
達
し
た
小
商
品
生
産
は
、
履
傭
務
働

か
ら
自
家
務
働
へ
の
引
き
も
ど
し
、
金
肥
か
ら
自
給
肥
料
へ
の
引
き
も
ど
し
と
い
う
形
で、

後
、退
を
除
儀
な
く
さ
れ
る
。
閣
港
と
清
朝
の

「封
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建
」
反
動
政
策
は
、

ず
、
自
生
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
渡
展
に
と
っ
て
抑
監
的
に
現
わ
れ
る
。

一
八
六

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
に
か
け
て
、
早
く
も
先
準
地
帯
の
生
産
関
係
を
饗
革
し
始
め
て
い
た
。
そ
れ
は
、

ひ
と
ま

(2) (1)註

一
九
七
八
年
一
月
。

『
史
林
』
六

一
巻

一
統

『文
牒
』
通
論
ニ

俵
如

一
人
買
回
百
畝
。
其
佃
種
者
必
有
七
八
戸
。
工
本
大
者
。
不
能

過
二
十
畝
篤
上
戸
。
能
十
二
三
畝
者
鴛
中
戸
。
佃
能
四
五
畝
者
篤
下

戸。
ま
た
、
同
書
遜
論
一
に
は

一
畝
之
因
。
采
紹
有
費
。
存
種
有
費
。
:

・
約
而
計
之
。
率
需
銭
千
。

一
一
畝
而
需
千
銭
。
上
農
耕
回
二
十
畝
。
則
ロ
食
之
外
。
耗
於
困
者
二

十
千
。

例
え
ば
乾
隆
『
烏
青
銀
士
心
』
巻
二

農
桑

四
月
望
至
七
月
。
謂
之
忙
月
。
富
良
侍
傭
耕
。
或
長
工
。
或
短
工
。

佃
段
通
力
箱
型
。
日
伴
工
。

光
絡
『
松
江
府
綴
志
』
径
五
彊
域
士
山
風
土

肥
田
者
伊
凋
間
菅
望
。
上
段
用
三
通
。
頭
通
紅
花
草
也
。
然
非
上
等
高

田
。
不
能
撒
草
。
草
子
亦
畝
須
四
五
升
。
二
通
mw盤
。
多
用
猪
践
。

畝
須
十
掠
。
三
通
用
豆
餅
。
畝
須
四
五
十
働
。

威
堕
『
南
揖
開
銀
士
山
』
巻
二
一
農
桑
所
収

草
既
浄
後
。
加
以
肥
淳
之
功
。
謂
之
下
翠
。
富
家
多
用
豆
餅
。

椎
砕

成
屑
。
句
撤
苗
問
。
貧
家
力
不
能
致
餅
。
則
用
施
羊
欄
中
腐
草
。

『
娼
域
歳
事
衛
歌
』

(3) (4) (5) (6) 

下
農
種
木
棉
三
五
畝
。

官
租
之
外
。
償
債
不
足
。

光
絡
『
松
江
府
縦
士
山
』
各
五
彊
域
士
山
風
土

若
貧
農
。

砥
除
豆
餅
墾
因。

例
え
ば

『補
農
霊
園
』
総
論
佃
戸

吾
里
団
地
。

上
農
夫
一
人
。
止
能
治
十
畝
。

例

前

掲

拙
稿
多
照。

M
W

『
補
農
書
』

補
農
書
後

翠
婆
菜

近
年
人
工
航
費
。
品
取
惰
復
多
。
溌
糞
不
得
法
。
則
不
若
用
餅
之
工
糞

南
省
。

帥

嘉
慶
『
禦
里
士
山
』
各
二
形
勝

銀
之
東
日
東
柵
。
毎
日
家
明
。
郷
人
成
集
。
百
貨
貿
易
。
而
米
及
油

餅
骨
周
尤
多
。

ω
天
野
元
之
助
『
中
園
操
業
史
研
究
』
第
一

章
水
稲
作
技
術
の
展
開

参
照
。

帥

『便
民
園
纂
』
巻
一
下
翠
竹
枝
詩
。
各
二
耕
楼
類
。

帥

天

啓

「
海
麗
豚
園
経
』
巻
四

勝
風
土
記
。

帥
『
曲
演
政
金
書
』

袋
三
五
認
桑
旋

類

木

棉。

M
W

『天
工
開
物
』
中
巻
菅
液
第

一
二
巻
。

土

谷

乃
粒
第

一
各

稲

宜
。

帥
同
前
稲
宜
。

M
W

『
閲
世
編
』
各
七

(7) (8) 
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食
貨
二
。
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『
楠
山
続
審
』
初
段
害
後

余
至
紹
興
。

見
彼
中
倶
墾
楽
餅
。
毎
畝
用
餅
末
十
納
。
:
・

吾
郷
有

翠
萱
餅
府
者
。
吏
有
力
。
毎
婆
子
一
升
。
入
餅
暦
二
升
。

乾
隆
『
震
津
勝
士
山
』
径
二
五
風
俗
一
生
業
、

乾
隆
『
直
隷
通
州
志
』
径

一
七

風

土

志
、

材一加
山
嵐
『
如
皐
豚士山
』
谷
六
物
産
資
豆
、

『
崇
川
偲
開
銀
』
谷
一
一
物
産
録
、

『
木
棉
諮
』
な
ど
多
数
。

嘉
慶
『
高
郵
州
士
山
』
径
四
物
産

豆
餅
(
一
旦
液
作
泊
。
浮
作
餅
。
外
郡
田貝
以
治
回
。
)
〔
(
〉
は
割
註
。

以
下
問
機
。
〕

嘉
鹿
『
如
阜
豚
志
』
俳
句
四

物

産

油
(
菜
子
豆
棉
。
倶
可
搾
泊
。
池
坊
之
息
。
木
多
者
富
。)
油
餅
(
油

法
成
餅
。
盟
国
肥
。
貿
近
江
南
。
其
利
不
賞
。
凶
戯
粂
可
充
腹
。
)

『
清
俗
紀
問
』
袋
二

居
家

大
豆

一
升
同
〔
銭
〕
十
五
六
文
。
事
油
を
搾
留
用
と
須
。

『
申
報
』
光
絡
一
冗
年
五
月
初
四
日
奥
元
灼
片

寅
一
旦
一
項
。
本
省
産
無
幾
。
大
半
迩
至
開
東
山
東
。
専
魚
眼
取
豆
油

之
用
。
豆
餅
亦
係
培
翠
種
植
。

道
光
『
織
笠
闘
士
山
』
各
五
順
治
十
二
年
貨
物
則
例
。

同
前
巻
五
椛
税
則
例

満
開
則
例
。
如
豆
税

一
項
。
名
目
加
補
料
。
有
機
頭
小
販
之
分
。
小

販
則
例
。
毎
石
税
銀
七
分
。
探
頭
一
丈
八
尺
者
。
税
銀
六
十
七
間
三

銭。

:
・
故
山
陽
江
都
様
頭
船
戸
呈
格
。
丈
八
之
船
。
原
照
則
例。

納
銀
六
十
七
両
三
銭
。
後
因
有
終
船
改
造
深
究
者
。
是
以
往
年
有
均

帥~l) 同制帥 帥

紗
之
請
。
以
後
最
約
敏
。

作
燦
頭
丈
尺
。
如
丈
八
棟
頭
。
以
二
千
九

百
八
十
二
石
矯
率
。
納
銀
七
十
七
雨
五
銭
三
分
。
合
計
毎
石
二
分
六

盤
。
:
:
:

帥

『

薙

正
味
批
稔
旨
』
岳
浴

難
正
十
二
年
八
月
八
日
。

伺

『

乾

隆
大
津
川
市間地
ハ則
例
』
巻
四
八

戸

部

関

税
下、

落
正
一
一
一
一年。

伺
『
乾
隆
大
精
舎
典
則
例
』
径
四
八

戸
部
関
税
下
、
乾
隆
元
年
。

同

各
四
七
戸
部
関
税
上
、

揚
州
開
。

M
W

「
康
照
乾
阪
時
代
に
於
け
る
満
洲
と
支
那
本
土
と
の
通
商
に
つ

い
て」

「
湖
洲
に
於
け
る
大
豆
豆
餅
生
涯
の
由
来
に
就
い
て
」
(
『支
那
経
済
史
考

設
』
下
所
牧
)

制

『

山
海
紗
関
経
政
便
覧
』俳句
二

豆

税

策

豆
定
額
事
。

帥

同

前

豆
税
試
牧
豆
税
事
。

制

『姦
慶
大
精
舎
典
事
例
』
径
一
八
七
。

帥

『

史

料
旬
刊
』
第
三
四
期
世
間
道
光
朝
関
税
案
貌
元
熔
雨
。

前
後
一陶
任
少
政
銀
三
高
九
千
八
百
六
雨
三
銭
零
。
縁
揚
閥
由
問
。
向

以
北
来
餅
豆
免
大
宗
。
木
年
抽
出
省
西
河
餅
豆
重
船
。
自
春
迄
一
秋
。

北

来
者
甚
尉
有
限
。
叉
東
省
附
河
一
帯
。
及
徐
周
到
州
各
慮
。
放
牧
歌

薄
。
商
販
無
多
。
粂
之
五
六
月
間
。
雨
津
稀
少
。

附
関
支
河
川
以
口
。

時
形
浅
能
。
南
北
貨
船
。
難
子
行
走
。

以
致
開
削
徴
牧
盈
徐
短
組
。

『
史
料
旬
刊
』
第
三
三
期
清
道
光
朝
関
税
案
達
三
片
。

再
査
。
向
来
准
関
税
謀
。
以
黄
河
豆
載
潟
大
宗
。
上
年
五
月
十
二
日
。

新
季
開
徴
以
後
。

務
省
儀
工
。
向
未
合
龍
。
宿
遜
一
帯
。

策
水
断
流
。

西
河
豆
船。

不
能
運
掛
以
来
開
。
税
課
日
形
短
紬
。

『
績
銭
准
関
統
志
』
容
六
綴
築
令
甲

准
関
分
口
。
如
仲
周
附
草
湾
、
氷
段
茶
奄
流
均
札
束
長
山
白
洋
新
河
後
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制

湖
廟
蝿
崎
等
慮
。
共
十
一
二
日
。
均
錆
入
大
関
額
内
。
向
以
豆
餅
信
用
大
宗
。

豆
餅
出
産
之
慮
。
自
橡
東
徐
州
而
来
者
。
謂
之
西
河
。
自
東
省
運
河

而
来
者
。
謂
之
北
河
。
自
鳳
頴
洪
湖
而
来
者
。
謂
之
南
河
。

海
東
有

段
。
則
商
販
稿
襲
。
歳
歓
則
商
販
稀
少
。

『
大
清
貧
録
』
乾
隆
五
八
年
五
月

笑
巳
。
議
。
戸
工
二
部
議
覆。

准
宿
等
開
。
徴
枚
税
課
。
一
年
期
満
。

比
較
五
十
五
年
。
共
短
少
盈
徐
銀
十
二
高
九
千
五
百
徐
雨
零
。
・
:

第
念
。
該
関
税
課
。
全
額
山
東
河
南
等
庭
豆
貨
販
運
南
来
。
銭
糧
始

能
塑
旺
。
上
年
河
南
山
東
。
均
有
少
雨
之
慮
。
豆
枚
不
能
堕
稔
。

叉

宇
恒
周
本
地
民
食
所
需
。
以
致
豆
貨
船
隻。

到
関
稀
少
。
盈
徐
短
納
。

向
鹿
賀
在
情
形
。

同
級
な
資
料
を
、
准
宿
雨
闘
に
つ
い
て
あ
げ
る
と
、
『
史
料
旬
刊
』
第
四

O
期
清
道
光
朝
関
税
案
長
良
摺。

『
大
清
貫
録
』

乾
隆
四
一
年
三
月

辛
丑
。
同
乾
隆
五
六
年
五
月
了
酉
。
同
乾
隆
五
七
年
間
四
月
戊
子
。

務
竪
闘
に
つ
い
て
は
『
大
清
貧
録
』
乾
隆
五
八
年
五
月
に
次
の
よ
う
に
あ

る。
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辛
丑
。
・
:
;
第
念
。
該
関
〔
瀞
竪
関
〕
税
謀
。
以
米
互
信
用
重
。
上
年

川
湖
米
船
到
蘇
。
不
及
前
数
年
之
絡
線
。
抽
出
東
二
省
数
版
。
豆
船
来

蘇
亦
少
。
以
致
盈
徐
短
細
。
向
麗
質
在
情
形
。

『
嘉
慶
大
清
食
典
事
例
』
巻
一
八
七
J
八
八
戸
部
関
税
、
同
書
巻
七

一
O
工
部
関
税
。

M
W

『
大
清
貧
録
』
乾
隆
五
六
年
六
月
己
未
に
は
、
鳳
陽
闘
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
あ
る
。

第
念
。
該
関
税
務
。
全
頼
上
海
務
省
米
豆
船
隻
。
赴
江
販
運
。

添
竪
闘
に
つ
い
て
は
註
伺
参
照
。
准
関
に
つ
い
て
は
、
『
綴
骨
折
准
関
統

。ヵ(l~ 

志
』

巻

七

則
例

汗

査

船
貨
例
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

各
河
豆
船
。
有
時
古
雨
種
。
時
船
面
窄
底
究
。
古
船
面
寛
底
窄
。

制
『
績
纂
准
関
統
士
山
』
巻
六
績
纂
令
甲
嘉
慶
一
ム
ハ
年
一

O
月
三

O
日

南
江
督
院
百

〔齢
〕
片

但
査
。

該
関
税
務
。
全
伏
北
来
豆
船
。
而
各
商
由
河
南
等
慮
。
販
買

南
来
。
従
洪
湖
行
走
。
倶
臆
由
運
河
下
。
蓬
准
繍
納
税
。
奴
才
訪
査
。

洪
湖
南
昨
。
有
清
河
好
胎
連
界
之
二
山
子
地
方
。
可
以
径
過
蒋
家
墳
。

墳
下
由
観
音
寺
一
帯
小
河
。
入
高
費
湖
。
即
従
部
伯
出
口
。
の
入
運

河
。
叉
有
山
陽
豚
麗
之
周
家
橋
草
津
河
師
会
河
銀
。
亦
潟
入
高
費
湖

之
路
。

調
査
の
結
果
、
こ
の
像
越
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
さ
れ
た
が
、
百
齢
は
二
ケ

所
に
税
口
を
設
け
る
こ
と
を
奏
請
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
光
緒
大
清
禽
曲
門

事
例
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
(
巻
二
四

O
、
嘉
鹿
二

O
年)。

叉
議
准
。
鳳
陽
頴
州
一
帯
所
出
豆
餅
。
際
由
洪
津
湖
載
運
南
京
。
赴

准
関
投
税
。
母
許
径
走
臨
准
閥
紗
路
南
下
。
准
関
監
督
。
の
遜
汲
安

役
。
渡
湖
巡
査
。
以
杜
像
越
。

帥
『
同
治
戸
部
則
例
』
揖
包
囲

O

関
税

巡
査
像
越

一。

議
東
版
赴
蘇
松

一
帯
鈎
寅
之
豆
雑
等
貨
。
例
由
瀞
竪
関
納
税
。

其
有
由
甘
泉
豚
之
六
問
。
盤
入
通
州
泰
州
内
河
。

鏡
至
勝
家
婿
等
慮
。

分
剥
出
江
。

弁
従
通
州
泰
州
盤
河
之
任
家
港
出
口
。

直
逮
上
海
。
:

均
令
各
該
地
方
官
。
稽
査
厳
禁
。
井
於
黄
田
港
。
添
設
巡
船
。
、
駐
守

巡
査
。
努
得
際
漏
。

『
光
緒
大
清
曾
典
』
巻
二
四

O
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
嘉
慶
二

O
年
の
禁
令

で
占
め
る
。

制

『
山
海
紗
関
権
政
便
覧
』
各
二

- 57一
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乾
隆
四

O
年
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凶
月
監
此
百
一陥
徳
任
内
准
盛
京
将
軍
容
。

帥
『
大
清
食
鍛
』
乾
隆
五
年
四
月
乙
酉

戸
部
議
説
。

署
迎
江
南
総
督
郁
玉
麟
等
奏。

検
検

一
豚
。
民
間
所
資
。

惟
爽
豆
雑
組
。
本
地
難
以
鈎
笛
。
必
須
船
放
至
太
倉
劉
河
地
方
。
各

省
客
商
湊
集
。
探
買
甚
彩
。
但
町内
河
道
迷
。
運
開
封
浩
繁
。
惟
出
背
口

封
波
。

直
抵
劉
河
。
版
淫
絞
使
。
勉
来
山
間
禁
甚
版
。
今
諮
弛
海
禁。

官
給
印
草
魚
滋
。
自
不
至
有
私
我
山
国
漏
情
弊
。
等
因
。

帥

『
安
奥
四
種
』
径
二
七
湾
民
四
術

径

三

段

三

背

口

談

油
奥
豆
餅
。
皆
嵐
奉
禁
出
口
之
貨
。

然
従
未
見
其
陸
連
赴
准
。
則
其

由
海
来
往
。
不
問
可
知
。
蓋
産
貨
者
銭
。

而
淫
貿
者
商
。
若
迎
例
綴

准
南
下
。
陸
路
近
者
百
徐
里
。
還
者
二
三
百
塁
。
叉
係
村
荘
小
道
。

不
通
丈
率
。
計
其
運
刷
。
浮
於
貿
木
。

同
『
紛
議
准
関
統
志
』
径
六
令
甲

〔嘉
皮
〕
八
年
三
月
。
戸
部
議
奏
。
江
替
相
封
〔
淳
〕
奏
。
品
制
検
燃
生

員
呉
昌
善
。
前
在
都
察
院
呈
控
。
准
開
禁
止
豆
餅
。
不
准
附
載
豆
船。

由
背
口
封
渡
劉
河
。
鈴
笹

一
案。

該
総
督
話
。
将
豆
餅
一
項
。
載
入

戸
部
則
例
。
准
其
由
背
口
封
波
。
在
海
閥
輪
税
笹
寅
。
査
。
:
:
:
豆

餅
借
用
組
重
肥
田
之
物
。
師
同
非
他
邑
之
必
不
可
少
。
亦
於
瀦
検
之
所
利

甚
徴
。
該
生
還
沙
京
師
。
念
念
上
控
。
其
意
存
爽
槽
私
貨
。
品
加
漏
税

課
。
己
可
櫛
見
。

:
:
:
奉
旨
。
部
議
甚
是
O
i
---
嗣
後
着
の
巡
照
醤

定
説
程
。

督
筒
稽
査
。
欽
此
。

胸
『
光
絡
大
清
曾
胤
ハ
事
例
』
各
二
四

O
嘉
俊
二

O
年。

例

沙

給

に
つ
い
て
は
、
山
口
組
子
「
清
代
の
漕
運
と
船
商
」
(『
東
洋
史
研

究
』

一
七
|
一
一
一
九
五
八
年
〉
、
上
野
康
貴

「清
代
江
蘇
の
沙
船
に
つ

い
て
」
(『
鈴
木
俊
教
授
滋
勝
記
念
東
洋
史
論
叢
』

一
九
六
四
年
〉
参
照
。

『{若
央
四
種
』
包

一

中

術
一
勺
径

一

海

運
南
潜
議

沙
船
衆
子
上
海
。
約
三
千
五
六
百
放
。

其
船
大
者
。
載
官
餅
三
千
石
。

小
者
千
五
六
百
石
。
船
主
皆
崇
明
遁
州
海
門
南
雌
資
山
上
海
土
著
之

富
民
。
得
進

一
一船。

須
銀
七
八
千
雨
。
其
多
者
。

至
一
主
有
船
四
五

十
球。

故
名
目
船
商
。

帥

『白墨
朝
経
世
文
編
』
巻
四

八

謝

占
壬
「
古
今
海
運
異
宜
」
。

『滅
塙
雑

士
山』
巻

一
。

倒
『
李
文
忠
公
全
集
』
奏
稿
一
上
海
一
口
豆
石
詩
品
川
飼
翠
商
装
運
片。

註
同
岳
溶
の
上
奏
は
、

再
査
。
豆
船

一
項
。
由
東
省
販
淫
江
南
者
向
少
。
惟
江
南
販
貨
。

来

東
護
資
之
後
。
即
同
貝
青
白
二
豆
。
静
回
江
省
者
。
十
居
六
七
。

と
の
ベ
る
。
こ
の
聞
の
愛
化
が
、
流
通
の
設
展
を
示
し
て
い
る
。

制

民

図

『
上
海
豚
抑
制
志
』
各
三
建
置
下
舎
館
公
所
所
枚
の
、
商
船

合
同
館
・

翠
秀
堂
(
油
豆
餅
業
公
所
〉
・
祝
其
公
所
〈
海
州
輸
相
檎
豚
青
日
銀
船

披
商
公
摘
)
・
南
阜
公
壁
(
北
貨
行
公
所)。

北
行
の
際
の
パ
ラ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、

『
安
呉
四
種
』
所
収
の
「
海
運
南
漕
議
」
や

『
江
蘇
省
明
清
以

来
碑
刻
資
料
選
集
』
四
七
八
頁
な
ど
も
参
照。

回

民
図

『
上
海
師
同
級
士山』

径

七

風

俗

中
外
来
通
商
以
前
。
商
市
以
豆
業
魚
領
袖
。
至
今
市
用
銀
雨
。
通
行

豆
規
。
而
米
安
行
感
所
用
斗
倒
之
較
準
。
猶
豆
業
操
其
様
。

同
容
所
枚
の
コ
豆
規
銀
」
「
天
卒
稽
」
「
莱
陽
稽
」
に
つ
い
て
の
解
説
参

照
。

日

光

絡

『積
檎
服
士
山
』
径
三

建

置

育
口
。
自
乾
隆
五
年
以
前
。
但
敗
者
勿
問
。
其
官
商
船

一
切
封
禁
。

閲
諸
故
老
。
其
時
州
地
海
民
居
数
百
家。

落
務
可
敏
也
。
既
大
吏
題
性
一
附

~$ 
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運
豆
太
倉
劉
河
。
報
可
。
於
是
殺
飼
大
編
。

往
来
南
北
っ
駿
著
者
蔵

利
三
倍
。
市
座
甚
盛
盆
輿
。
滋
手
空
食
之
民
。
仰
徐
涯
其
問
者
。
以

数
千
計
。
稽
便
利
失
。

ま
た

『
安
奥
四
種
』
径
二
七
費
民
四
術
第
三
度
三

世河
口
議
参
照
。

註
帥
参
照
。

註
同
参
照
。

註
側
参
照
。

註
帥
帥
な
ど
参
照
。

『
一
斑
録
雑
述
』

一

漂
泊
異
域

白
姉
海
口
。
在
張
壁
東
十
塁
。
有
張
用
和
者
。
其
家
素
以
泥
海
居
刷
業
。

毎
至
関
山
東
(
山
海
関
東
牛
荘
等
庭
。
山
東
謬
州
莱
陽
等
慮
。
〉
生

理
。
嘉
慶
二
年
。
有
船
披
恒
利
者
。
漂
失
無
綜
O

i
---
後
於
遁
光
三

年
九
月
。
張
氏
叉
有

一
一
船
。
税
源
泰
。
己
至
山
東
莱
陽
鈎
貨
。
叉
置

豆
餅
羊
皮
水
禁
等
貨
而
返
。

週間附
倒
抱
太
卒
箆
。

倒

註

帥

の

『
安
呉
四
種
』
は
、

大
型
沙
船
の
積
載
量
を
三
O
O
O石
(
容

積
単
位
)
と
す
る
。
こ
れ
は
註
伺
の

『田町野
一関
志
』

が
一示
す
、
一

丈
八
尺

の
大
船
二
九
八
二
石
と
一
致
す
る
。

脚
註
川
W
参
照
。

削
『
沈
氏
曲
反
書
』
六
畜
養
施
六
口
の
係
、
お
よ
び
同
書
運
団
地
法

羊
翠
宜
於
地
引
相
愛
宜
於
田
の
僚
に
よ
る
と
、
大
豆
粕

一
O
励
賞
り
一

指
の

肥
料
が
得
ら
れ
、
大
豆
粕
一
五

O
帥
程
度
で
水
田
一
畝
分
の
肥
料
を
生
み

出
す
。
前
掲
州
稿
参
照
。

岡
大
豆
粕
の
肥
料
要
素
含
有
率
、
及
び
大
豆
粕
と
硫
安
の
肥
殺
に
つ
い
て

は
、
満
鍛
調
査
部
『
改
訂
豆
粕
の
飼
料
化
に
就
い
て
の
考
察
』
参
照
。

制
古
島
敏
雄
『
日
本
農
業
技
術
史
』
(
著
作
集
五
四
三
頁
以
下
)
、
山
崎
隆

iJ8) ci司 M í'í~ ¥54) 

三

『
地
主
制
成
立
期
の
農
業
構
造
』
な
ど
。

制
卒
野
茂
之

『大
阪
靭
肥
料
市
場
沿
革
史
』

一一

一
頁
参
照
。

闘
『
嘉
慶
大
清
舎
典
事
例
』

各
一
九

一

〔
乾
隆
四
十
九
年
〕
叉
滋
准
。

山
東
奉
天
二
省
豆
石
。
商
民
運
到
新

江
寧
波
邸
滋
鈎
答
有
絵
。
准
一踊
建
商
船
購
運
回
闘
。
令
部
燃
験
明
豆

数
。
填
給
印
票
。
並
於
船
照
内
。
註
明
袋
豆
数
目
。
運
回
何
露
。
貿

易
字
様
。
越
新
海
開
納
税
。
出
口
時
。

防
守
汎
ロ
員
制
問
印
被
。
掛
験

放
行
。
の
按
月
造
冊
。
関
舎
一随
建
進
口
庭
所
稽
査
。
如
有
遅
久
不
到。

及
到
口
査
験
。
無
豆
石
者
。
即
行
査
究
。

側
『
嘉
慶
大
清
曾
典
事
例
』
巻
一

九

一
。

制

こ
の
開
の
事
態
を
示
す
資
料
と
し
て
は
、
『
安
呉
四
種
』
第

一

中

衡

一
勺
巻

一

海
運
南
漕
議
や
、

『
皇
朝
経
世
文
編
』
巻
四
八

謝
占
壬

行
船
提
要
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。

岡
総
税
務
司
の
把
握
に
も
と
づ
く
表
ー
が
流
通
全
鐙
で
は
な
か
ろ
う
が
、

そ
の
量
は
極
め
て
大
き
く
、

全
陸
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大

豆
粕
を
扱
う
滋
は
表
の
と
お
り
で
、
年
度
に
よ
っ
て
は
寧
波
な
ど
が
受
け

入
れ
地
と
し
て
加
わ
る
。
再
移
出
量
を
移
出
量
に
加
え
る
と
、

移
入
量
の

総
合
と
ほ
ぼ

一
致
し
、
再
移
出
が
、
主
要
港
湾
内
で
完
結
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

側

光
緒

『
阜
寧
豚
志
』
巻

一

彊
域
恒
産

闘
朝
海
禁
初
開
。
商
船
雲
集
。

:
:
:
其
時
八
灘
東
炊
羊
築
東
溝
諸
鎖。

集
運
餅
豆
常
州
無
錫
者
。
帆
梢
相
廊
。
今
皆
視
魚
陳
蹟
。
蓋
白
河
従

軍
興
後
。
商
民
重
因
。
生
計
粛
像
。

『
綴
纂
准
安
府
志
』
悠
二
物
産

豆
油
豆
餅
。
道
光
以
前
。
鵜
販
江
南。

獲
利
震
厚
。
格
闘
亦
以
此
潟
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易
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倶

係
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較
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倒
現
地
船
の
大
豆
粕
集
荷
に
つ

い
て
は
、
。
。
遺
書
司
町
宮
内

~
N
4雪
HM

¥
さ
若
河
内
、
.
』
hnHK2huτdn。
三
宮
内
川
公

(UF3nH・・、。、
.Hbmw
ぺ町民柏
、
』白
uwu・

門

UFO問。。.
参
照
。
沙
船
に
比
し
た
輪
船
の
有
利
さ
は

言
う
ま
で
も
な
い

が
、
。
。
書
道
内
、
町
民
Q
N
N
N
4。ミ同

¥
3
S
同
司
ミ
ミ
s
q
h

〈

U
S
E
r
h誌

の
F
3
3
¥。、

HF内
F
h
q
足
立
・
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n
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参
照
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制

緩

玉
東
『
中
園
遊
金
史
』
第
三
章
第
七
章
。

間

『申
報
』
光
緒
元
年
一

O
月

一一

一日

告
白

伏
査
。
威
盟
四
年
十
一
月
。
上
海
初
定
麓
摘
。
豆
毎
石
銭
四
文
。
餅

毎
片
二
文
。

油
相時築
五
十
六
文
。
七
年
加
作
曲思
毎
石
二
十
文
。
餅
毎

片
六
文
。
油
毎
繁

一
百
八
十
文
。
同
治
元
年
。
改
掲
庫
卒
銀
。
萱
毎

石
七
分
五
鐙
。
餅
毎
片
一

分
八
鐙
。
油
毎
鑑
三
銭
五
分
。
時
因
年
時一向

孔
盃
。
至
衣
年
。
而
油
萱
餅
各
増
拐

一
倍
。
後
以
軍
務
漸
卒
。

一
一舟

核
滅
。
の
照
同
治
元
年
掲
数
。
至
今
迎
郷
在
案
。
然
絞
之
威
思
四
年

初
定
登
掲
時
。
油
餅
向
檎
十
徐
倍
。

萱
則
楢
至
三
十
徐
倍
。
然
此
僅

沼
市
落
地
損
也
。
震
他
国巴
所
無
。
若
販
運
至
高
山
。
沿
途
之
よ
ト
揖
。
更

口
倍
於
此
。

『
申
報
』
光
緒
元
年
五
月
四
日

京
報
全
録
呉
元
柄
上
奏。

『申
報
』
光
緒
元
年
一

O
月

一
九
白

書
紳
商
公
築
後

核
計
一旦
子
。
毎
石
身
木
。
不
過
二
千
像
文
。

而
由
牛
妊
販
来
。
毎
閥

鎗
納
税
六
分
四
登
七
一
堂
。
到
上
海
。
再
完
進
口
。
毎
館
四
分
七
鐙
。
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連
往
別
蕗
者
。
再
加
落
地
摘
。
毎
石
八
分
二
畿
五
一
宅
。
試
由
報
落
地

指
後
。
連
過
聞
巷
。
則
よ
ト
掲
毎
石
銭
八
十
八
文
。
叉
加
船
摘
銭
十
文
。

以
後
所
過
刊
紙
廊
各
未
。
均
毎
石
掲
銭
四
十
文
。
統
計
在
蘇
風
鈴
寅
。

毎
石
己
在
四
百
文
左
右
。
核
之
身
本
。
幾
至
加
二
失
。
若
豆
油
則
更

大
。
牛
荘
到
蘇
廊
。
毎
拾
約
一
千
三
百
険
文
。
豆
餅
怨
片
約
一
百
三

十
徐
文
。

側
大
豆
粕
へ
の
課
税
に
つ
い
て
は
註
例
。
牛
荘
に
お
け
る
大
豆
粕
債
格
に

つ
い
て
は
註
闘
の
資
料
。
銀
銭
比
債
に
つ
い
て
は
、
民
園
『
邸
豚
通
士
山』

食
貨
志

「歴
年
正
輔
幣
免
債
」
。
東
北
産
大
豆
粕

一
個
の
重
量
に
つ
い
て

は
、
『
松
江
府
綴
士
官
巻
五
彊
域
志
風
俗
の
大
豆
粕
の
説
明
。

以
上

を
も
と
に
計
算
す
る
と
、
お
よ
そ
二
六
J
二
七
%
と
な
る
。

側
例
え
ば
『
大
情
質
的政
』
同
治
元
年
七
月
庚
氏。

側
『
盆
開
銀
』
光
緒

一
九
年
笑
巳
五
月
二
五
日
抽
鯉
峯
背

江
陰
市
上
。
女
紅
所
総
。
以
布
箆
生
涯
。
農
夫
奨
因
。
以
豆
餅
篤
常

事
。
近
日
布
市
大
表
。
而
田
中
容
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勢
難
。
鼠
而
不
用
。
無
如
来
数

甚
少
。
比
較
往
年
版
運
而
来
者
。
抵
得
十
分
之
三
。
債
亦
因
之
大
波
。

市
中
出
筈。

計
豆
餅
毎
踏
需
洋
妖

一
元
六
角
。
青
青
秩
畝
。
向
待
滋

培
。
小
民
大
潟
拾
据
云
。

『
申
報
』
光
絡
元
年

一
O
月

一
九
白

書
紳
商
公
菓
後

郷
間
肥
田
之
物
。
叉
以
豆
餅
太
賛
。
而
皆
不
用
品
矢
ー

ま
た
註
同
参
照
。
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洋
布

大
行
。
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。
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大
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。
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本。

則
木

棉
亦
不
可
侍
。

と
言
っ
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の
は
、
道
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二
六
年
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一
八
四
八
年
)
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た。

側
棉
僚
は
、
六
二

・
六
三
の
雨
年
、
南
北
戦
争
に
よ
る
園
際
的
棉
花
不
足

を
敏
感
に
反
映
し
て
、

異
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
翌
年
に
は
既
に
鎮

静
す
る
。
雨
年
を
除
い
て
も
、

七

0
年
代
以
降
、
原
棉
が
引
き
総
き
値
を

下
げ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

制

『

願

志
堂
集
』
径

一
二

亥
膏
肇
父
子
家
政

乾
嘉
之
開。

漕
幣
頗
待
。
非
白
銀
之
粉
滅
。
寅
由
米
之
遁
貴
。
大
抵

二
雨
以
上
。
今
米
債
一
一
悶
四
五
銭
。
親
近
年
駿
賎
。

農
亦
駿
因
。
至

於
百
物
。
則
無
宜
賎
者
。
而
今
則
百
物
之
貴
。
比
由
一
腕
園
初
十
倍
上
下
。

『松
江
府
綴
士
山
』
各
五

桓
域
志

風
俗

威
盟
庚
申
以
後
。
飢
離
甫
定
。
九
服
用
之
物
。
及

一
切
工
作
。
其
債

値
莫
不
協
従
前
加
長
。
比
年
以
来
。
惟
莱
及
棉
領
較
卒
。

其
他
不
能

稿
。
是
故
歴
年
間
以
図
。
雄
向
務
堕
年
。
而
農
日
以
病
。

ま
た
『
申
報
』
光
緒
九
年
一

一
月
一
一
一
日
物
資
民
憂
は
、
大
豆
な
ど
の

諸
物
債
上
昇
の
中
で
、
米
だ
け
が
安
い
と
す
る
。

脚

光

緒

『
重
修
嘉
善
鯨
志
』
巻
八
風
俗

乾
嘉
時
。
農
民
力
耕
而
畏
法。

威
向
之
後
。
惰
耕
而
玩
法
。
附
近
城

銀
之
態
。
習
慣
抗
租
。

長
工
傭
銭
。
倍
於
北
日
時
。

『
中
園
近
代
農
業
史
資
料
』
第
一
輯

一
一
一一一頁
J
一
一
四
頁

〔
江
蘇
省
資
山
師
問
。
乾
隆
五
十
四
年
〕
奈
招
在
黄
位
中
家。

射
精
倣
短

工
。
毎
月
工
銭
三
百
文
。
弁
未
立
契
。
亦
無
主
僕
名
分
。

〔
江
蘇
省
山
陽
問
問
。
嘉
慶
四
年
〕
伍
方
逮
雇
在
徐
珍
家。

酎
南
倣
回
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毎
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。
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文
。
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。
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二
O
文

『
宣
奥
一
泉
股
』
菓
武
進
沙
洲
被
災
査
勘
信
用
理
情
形

史
資
料
』
第

一

瞬

六
八
七
頁
〉
・
:
・
江
蘇
武
進
鯨

O
文。

側
日
工
の
努
貨
を
三

O
倍
し
て
月
工
の
労
賃
と
は
な
ら
ぬ
。
雨
者
の
比
率

に
つ
い
て
は
、
王
立
ア
ジ
ア
協
舎
の
調
査
が
、
日
工
の
労
貨
を一

二
0
1

一
六

O
文
、
月
工
の
労
貨
を
二
四

O
O
J三
O
O
O文
と
し
て
い
る
の
が

参
考
に
な
る
。

州側

『
額
志
堂
集
』

径
一
二

亥
混
同
肇
父
子
家
書
抜

道
光
初
年
。

毎
工
八
十
四
文

(
今
匠
工
二
百
二
十
文〉。

剛

さ

し

あ
た
り
『
中
園
近
代
農
業
史
資
料
』
第

一
緒
一
五

一
頁
以
下
を

参
照
。
ま
た
註
闘
参
照
。

脚
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絡

『松
江
府
縦
士
山
』
径
五
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志
風
俗

奮
時
傭
人
耕
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。
其
費
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軽
。
今
則
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己
加
。
食
物
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。
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約
需
工
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二
千
銭
。
再
加
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二
千
銭
。
在
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人
自
種
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工。
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或
少
滅
。
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一
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・

二
O
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Obviously, this tendency ran counter to the plans　of　ａ　government

which intended to embrace all the nation in its rule.　The five cases of

impeachment in the Hung-wu period represent ａ thorough-going　reaction

to the southern ｏ伍cials and landlords, and the plans at the end of the

reign for moving the capital to Sian 西安also were made with a view to

ｕni丘cation. However, these plans were not carried out and in the Chien-

wen reign, with the capital remaining in Nanking, ａ pro-Southern stance

was adopted.　This had been　necessitated　by　the　great　power of the

princes in the north, which led the Chien-ｗｅｎ regime to consolidate its

own power base｡

　　　

Under the influence of southern o伍cials, the Chien･wen regime laid

plans to dispossess the northern princes.　　The　anti-southern　policies of

the Hung-wu period were completely reversed｡

　　　

Thus the Yung-lo emperor opposed the Chien-wen emperor's plans for

disenfeoffment and caused the “disturbances of Ching-nan.” The removal

of the capital to Peking after he became Emperor is certainly not because

this was his old domain.　As ａ rescript issued upon his accession makes

clear, he proposed to continue and carry out the policies of the Hung-wu

period｡

　　　

The early Ming dynasty, as ａ whole, despite variations of direction,

represent ａ movement away from ａ government dominated by southerners.

and towards ａ unified state.

Commercial Farming and the Use of Soybean･meal Fertilizer

　　　　　　　　　　　　

in the Ｃｈ‘ingDynasty

Aｄａｃｈｉ　Ｋｅiii

　　

At the end of the Ming and beginning of the Ch'ing, ａ class of rich

farmers developed, as may be seen in Ｍｒ、Ｓｈｅｒｉ'ｓＢｏｏｋ０／ Ａｇｒicｕltｕｒｅ沈

氏農書Cultivating ａ comparatively large area with the aid of hired

labour, they formed ａ class called “upper peasants”上農or "rich farmers ”

　　　　　　　　　　　　　　　　

－2－



富農and aimed at production for sale. One of the conditions for the

development of this class was the introduction of labour-saving methods

of fertilization, which was the basis of cultivation.　This need was met

by such commercial fertilizer as soybean-meal fertilizer｡

　　　

The use of soybean-meal as fertilizer began in the middle of the Ming

dynasty, but only on ａ regional basis. Its use became widespread during

the early Ch‘ing, and by the Ch‘ien-lung 乾隆and Chia-ch‘ｉｎｇ嘉慶periods,

apart from the Northeast, Shantung, North Honan, and North Kiangsu, it

was also shipped by sea and river transport to the lower Yangtze in large

quantities.

　

It held ａ position of firstimportance　in　Ｃｈ‘ing commerce,

and even including illegal smuggling remained one of the most important

products of the period. Quantities traded were ｓｕ伍cient to supply all the

needs of the lower Yangtze area.　That this area was able to purchase

fertilizeris proof of the high level small scale commercial　farming　had

reached｡

　　　

However, in the later years of the dynasty, although soybean-meal was

shipped to sugar-cane farmers in Kuangtung and Fukien, it became scarce

in the Shanghai area.　Also, the amount transported by river into Honan,

Southern Anhui, and Northern Kiangsu was greatly reduced. Thereafter,

the

　

introduction

　

of

　

foreign

　

products

　

and

　

the

　

likin system changed the

conditions of commerce in fertilizer. The drop in prices and rise in wages

resulting from imported cloth formed the background for　the　decline of

commercial farming in the lower Yangtze area.

Problems of the status of Tenants 佃戸in the Sung

Tａｋａｈａｓhi Yoｓhiｒｏ

　　　

This article is an investigation of several problems connected with the･

legal and social status of tenants during the Sung dynasty･

　　　

I. The legal position of landlords, with　respect to tenants, became

increasingly strong under the Northern and Southern Sung and the Yuan,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－3－


